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田　
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幸

Ⅰ　

は
じ
め
に

Ⅱ　

連
邦
憲
法
裁
判
所
の
判
例

Ⅲ　

学
説

Ⅳ　

結
語

Ⅰ　

は
じ
め
に

憲
法
改
正
に
限
界
が
あ
る
か
否
か
に
つ
い
て
は
、
周
知
の
よ
う
に
、
学
説
に
お
い
て
、
従
来
か
ら
様
々
な
見
解
が
述
べ
ら
れ
、
活
発
な

議
論
の
対
象
と
な
っ
て
き
た
と
こ
ろ
（
1
）

で
あ
り
、
現
在
も
な
お
活
発
な
議
論
が
展
開
さ
れ
て
い
る
（
2
）

。
さ
ら
に
、
最
近
で
は
、「
憲
法
改
正
の

論　

説

（
三
七
一
）
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四

限
界
を
超
え
た
改
正
に
対
し
て
裁
判
所
が
違
憲
審
査
権
を
行
使
す
る
こ
と
が
で
き
る
か
」
と
い
う
「
正
面
か
ら
議
論
の
テ
ー
マ
と
さ
れ
る

こ
と
は
稀
で
あ
っ
た
（
3
）

」
問
題
に
つ
い
て
も
立
ち
入
っ
た
検
討
が
な
さ
れ
、
緻
密
か
つ
用
意
周
到
な
解
釈
論
が
す
で
に
示
さ
れ
て
い
る
（
4
）

。
憲

法
改
正
に
対
す
る
司
法
審
査
の
可
否
は
、
憲
法
改
正
の
限
界
の
具
体
的
内
容
と
並
ん
で
、
│
と
く
に
憲
法
改
正
に
限
界
が
あ
る
と
主
張
す

る
学
説
に
と
っ
て
は
│
今
後
さ
ら
に
議
論
を
深
め
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
重
要
な
論
点
の
一
つ
で
あ
る
と
言
っ
て
よ
い
だ
ろ
う
。

と
こ
ろ
で
、
憲
法
改
正
に
対
す
る
司
法
審
査
の
可
否
と
い
う
問
題
を
検
討
す
る
際
に
し
ば
し
ば
参
照
さ
れ
る
の
が
ド
イ
ツ
連
邦
憲
法
裁

判
所
の
判
例
で
あ
る
。
何
故
な
ら
、「
違
憲
審
査
権
は
法
律
な
ど
が
憲
法
に
適
合
し
て
い
る
か
を
審
査
す
る
の
で
あ
る
か
ら
、
審
査
の
基

準
と
な
る
憲
法
自
体
の
改
正
に
は
、
裁
判
所
は
口
出
し
で
き
な
い
、
と
考
え
る
の
が
当
然
で
あ
る
よ
う
に
思
え
る
」
が
、
連
邦
憲
法
裁
判

所
は
、「
実
現
し
た
憲
法
改
正
が
憲
法
の
改
正
限
界
規
定
を
超
え
て
い
な
い
か
の
審
査
権
を
有
し
、
改
正
限
界
を
超
え
る
場
合
そ
れ
を
無

効
と
す
る
権
限
を
有
す
る
と
考
え
、
こ
の
審
査
を
実
践
し
て
い
る
（
5
）

」
か
ら
で
あ
る
。
も
っ
と
も
、
日
本
の
学
説
に
お
い
て
関
心
が
向
け
ら

れ
て
き
た
の
は
、
連
邦
憲
法
裁
判
所
が
、
憲
法
改
正
法
律
が
基
本
法
七
九
条
三
項
に
適
合
す
る
か
ど
う
か
を
判
断
す
る
権
限
を
有
し
て
い

る
こ
と
そ
れ
自
体
で
あ
り
（
6
）

、
連
邦
憲
法
裁
判
所
が
、
ど
の
よ
う
な
仕
方
で
憲
法
改
正
法
律
が
基
本
法
七
九
条
三
項
に
適
合
す
る
か
ど
う
か

を
判
断
し
て
い
る
の
か
、
と
い
う
憲
法
適
合
性
判
断
の
手
法
に
つ
い
て
は
、
従
来
の
学
説
に
お
い
て
必
ず
し
も
十
分
な
注
意
が
払
わ
れ
て

い
る
と
は
言
え
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
日
本
の
学
説
に
お
い
て
議
論
の
中
心
に
置
か
れ
て
き
た
の
は
憲
法
改
正
に
対
す
る
司
法
審
査
の

可
否
そ
れ
自
体
で
あ
る
こ
と
か
ら
す
る
と
、
従
来
の
学
説
が
連
邦
憲
法
裁
判
所
の
用
い
て
い
る
憲
法
適
合
性
判
断
の
手
法
に
立
ち
入
っ
た

検
討
を
加
え
て
い
な
い
こ
と
は
言
わ
ば
当
然
の
こ
と
で
あ
る
と
言
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
り
、
筆
者
は
こ
の
点
に
つ
い
て
従
来
の

学
説
を
批
判
す
る
つ
も
り
は
な
い
（
7
）

。
筆
者
と
し
て
は
、
か
り
に
憲
法
改
正
に
対
す
る
司
法
審
査
の
可
否
に
つ
い
て
肯
定
説
を
採
用
し
た
場

合
、
当
然
の
こ
と
な
が
ら
、
つ
ぎ
に
、
裁
判
所
は
憲
法
改
正
の
憲
法
適
合
性
を
ど
の
よ
う
に
判
断
す
る
べ
き
な
の
か
が
問
題
に
な
り
、
肯

（
三
七
二
）
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五

定
説
を
採
る
場
合
、
上
記
の
問
題
点
を
検
討
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
は
ず
で
あ
る
か
ら
、
憲
法
改
正
法
律
の
憲
法
適
合
性

に
つ
い
て
判
断
し
た
連
邦
憲
法
裁
判
所
の
判
例
を
憲
法
適
合
性
判
断
の
手
法
と
い
う
視
点
か
ら
分
析
す
る
こ
と
も
、
憲
法
改
正
に
対
す
る

司
法
審
査
の
可
否
と
い
う
問
題
を
検
討
す
る
際
の
比
較
法
的
資
料
と
し
て
極
め
て
有
益
で
は
な
い
か
、
と
考
え
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
の
で

あ
る
。
そ
し
て
、
上
記
の
視
点
か
ら
連
邦
憲
法
裁
判
所
の
判
例
を
分
析
す
る
作
業
を
行
っ
て
み
た
と
こ
ろ
（
8
）

、
連
邦
憲
法
裁
判
所
が
、
憲
法

改
正
法
律
が
基
本
法
七
九
条
三
項
に
適
合
す
る
か
ど
う
か
を
判
断
す
る
に
際
し
て
、
憲
法
（
憲
法
改
正
法
律
）
の
憲
法
適
合
的
解
釈
の
手

法
を
駆
使
し
て
い
る
こ
と
を
確
認
し
、
そ
し
て
、
こ
の
こ
と
が
、
連
邦
憲
法
裁
判
所
の
判
例
の
大
き
な
特
徴
の
一
つ
で
あ
る
、
と
の
結
論

を
得
た
。
本
稿
は
、
連
邦
憲
法
裁
判
所
が
用
い
て
い
る
憲
法
改
正
法
律
の
憲
法
適
合
的
解
釈
の
手
法
を
多
少
と
も
詳
し
く
紹
介
・
検
討
す

る
こ
と
を
目
的
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
な
お
、
憲
法
改
正
法
律
の
憲
法
適
合
性
を
判
断
す
る
枠
組
み
（
基
本
法
七
九
条
三
項
の
解
釈
）
も
重

要
な
論
点
で
あ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
が
、
こ
の
論
点
に
関
す
る
本
格
的
な
考
察
は
別
の
機
会
に
譲
り
、
本
稿
は
こ
の
論
点
に
つ
い

て
は
必
要
な
限
り
で
言
及
す
る
に
と
ど
め
る
。
以
下
、
ま
ず
、
憲
法
改
正
法
律
の
憲
法
適
合
性
を
判
断
す
る
際
に
連
邦
憲
法
裁
判
所
が
用

い
て
い
る
憲
法
改
正
法
律
の
憲
法
適
合
的
解
釈
の
手
法
を
多
少
と
も
詳
し
く
紹
介
す
る
こ
と
に
し
た
い
（
Ⅱ
）。
つ
ぎ
に
、
学
説
に
お
い

て
、
連
邦
憲
法
裁
判
所
が
用
い
て
い
る
憲
法
（
憲
法
改
正
法
律
）
の
憲
法
適
合
的
解
釈
が
ど
の
よ
う
に
評
価
さ
れ
て
い
る
の
か
を
明
ら
か

に
す
る
（
Ⅲ
）。
最
後
に
、
本
稿
の
要
点
を
述
べ
た
上
で
、
筆
者
に
残
さ
れ
た
今
後
の
検
討
課
題
を
確
認
す
る
（
Ⅳ
）。

（
三
七
三
）
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六

Ⅱ　

連
邦
憲
法
裁
判
所
の
判
例

一　

一
九
七
〇
年
一
二
月
一
五
日
連
邦
憲
法
裁
判
所
第
二
法
廷
判
決

（
一
）　

連
邦
憲
法
裁
判
所
は
、
一
九
七
〇
年
一
二
月
一
五
日
の
い
わ
ゆ
る
盗
聴
判
決
（
9
）

に
お
い
て
、
基
本
法
改
正
法
律
が
基
本
法
七
九
条

三
項
に
適
合
す
る
か
ど
う
か
と
い
う
問
題
に
初
め
て
取
り
組
ん
だ
（
10
）

。
基
本
法
一
〇
条
は
、
一
九
六
八
年
六
月
二
四
日
の
第
一
七
回
基
本
法

改
正
法
律
に
よ
っ
て
変
更
さ
れ
た
が
、
従
前
の
基
本
法
一
〇
条
は
、「
信
書
の
秘
密
並
び
に
郵
便
及
び
電
信
電
話
の
秘
密
は
、
不
可
侵
で

あ
る
。
制
限
は
、
法
律
の
根
拠
に
基
づ
い
て
の
み
、
こ
れ
を
命
じ
る
こ
と
が
許
さ
れ
る
。」
と
定
め
て
い
た
。
従
前
の
基
本
法
一
〇
条
は

上
記
基
本
法
改
正
法
律
に
よ
っ
て
再
編
さ
れ
、
従
前
の
基
本
法
一
〇
条
一
文
が
同
条
一
項
に
な
り
、
従
前
の
基
本
法
一
〇
条
二
文
が
同
条

二
項
一
文
に
な
っ
た
。
そ
し
て
、
上
記
の
基
本
法
改
正
法
律
に
よ
っ
て
、
基
本
法
一
〇
条
二
項
二
文
と
し
て
、「
そ
の
制
限
が
自
由
で
民

主
的
な
基
本
秩
序
又
は
連
邦
若
し
く
は
ラ
ン
ト
の
存
立
若
し
く
は
安
全
保
障
に
役
立
つ
と
き
は
、
法
律
に
よ
っ
て
、
そ
の
制
限
が
関
係
者

に
通
知
さ
れ
な
い
旨
、
並
び
に
、
出
訴
の
途
に
代
え
て
国
民
代
表
の
選
任
し
た
機
関
及
び
補
助
機
関
に
よ
る
事
後
審
査
を
行
う
旨
を
定
め

る
こ
と
が
で
き
る
。」
と
い
う
文
が
挿
入
さ
れ
た
。
ま
た
、
一
九
六
八
年
六
月
二
四
日
の
第
一
七
回
基
本
法
改
正
法
律
に
よ
っ
て
、「
何
人

も
、
公
権
力
に
よ
っ
て
自
己
の
権
利
を
侵
害
さ
れ
た
と
き
は
、
出
訴
の
途
が
開
か
れ
て
い
る
。
他
の
管
轄
が
認
め
ら
れ
て
い
な
い
限
度
に

お
い
て
、
通
常
裁
判
所
へ
の
出
訴
の
途
が
与
え
ら
れ
て
い
る
。」
と
定
め
る
基
本
法
一
九
条
四
項
に
、「
第
一
〇
条
第
二
項
第
二
文
は
こ
れ

と
抵
触
し
な
い
。」
と
定
め
る
三
文
も
挿
入
さ
れ
た
。
そ
し
て
、
上
記
の
基
本
法
改
正
を
受
け
て
、
一
九
六
八
年
八
月
一
三
日
の
「
信
書

の
秘
密
並
び
に
郵
便
及
び
電
信
電
話
の
秘
密
を
制
限
す
る
法
律
」（
以
下
、「
基
本
法
一
〇
条
法
律
」
と
い
う
。）
が
制
定
さ
れ
た
。
連
邦
憲
法

裁
判
所
は
、
抽
象
的
規
範
統
制
及
び
憲
法
異
議
の
訴
え
の
手
続
に
お
い
て
、
五
対
三
で
、
基
本
法
一
〇
条
二
項
二
文
が
基
本
法
七
九
条
三

（
三
七
四
）
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七

項
に
適
合
す
る
と
の
判
断
を
下
し
た
の
で
あ
る
が
、
そ
の
判
断
手
法
の
特
徴
は
、
ま
ず
、
基
本
法
改
正
に
よ
っ
て
挿
入
さ
れ
た
基
本
法

一
〇
条
二
項
二
文
の
解
釈
を
展
開
し
、
つ
ぎ
に
、
基
本
法
七
九
条
三
項
の
解
釈
を
示
し
、
最
後
に
、
基
本
法
一
〇
条
二
項
二
文
が
基
本
法

七
九
条
三
項
に
適
合
し
て
い
る
か
ど
う
か
を
判
断
し
た
、
と
い
う
点
に
あ
る
。

（
二
）　

そ
こ
で
、
ま
ず
、
連
邦
憲
法
裁
判
所
（
五
人
の
裁
判
官
の
多
数
意
見
）
が
展
開
し
た
基
本
法
一
〇
条
二
項
二
文
の
解
釈
を
見
る
こ

と
に
し
た
い
。
連
邦
憲
法
裁
判
所
は
、「
憲
法
規
定
は
、
そ
の
文
言
の
み
に
基
づ
い
て
、
切
り
離
し
て
解
釈
さ
れ
て
は
な
ら
な
い
。
あ
ら

ゆ
る
憲
法
規
定
は
、
む
し
ろ
、
基
本
法
の
根
本
的
な
基
本
原
則
及
び
そ
の
価
値
秩
序
に
合
致
す
る
よ
う
に
解
釈
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

…
…
。
従
っ
て
、
基
本
法
一
〇
条
二
項
二
文
の
解
釈
に
際
し
て
は
、
憲
法
の
コ
ン
テ
ク
ス
ト
を
、
と
く
に
基
本
法
の
基
本
決
定
と
一
般
的

憲
法
原
則
を
考
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。」
と
指
摘
し
た
（S

. 19

）
上
で
、
基
本
法
一
〇
条
二
項
二
文
を
限
定
的
に
解
釈
し
た
。
そ
の

骨
子
は
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。
①
基
本
法
一
〇
条
二
項
二
文
は
、
比
例
原
則
に
か
ん
が
み
る
と
、
監
視
措
置
の
目
的
を
危
険
に
さ
ら
す

事
態
、
及
び
、
自
由
で
民
主
的
な
基
本
秩
序
の
保
護
又
は
連
邦
若
し
く
は
ラ
ン
ト
の
存
立
若
し
く
は
安
全
保
障
を
危
険
に
さ
ら
す
事
態
を

排
除
す
る
こ
と
が
で
き
る
場
合
に
お
い
て
は
監
視
対
象
者
に
対
す
る
事
後
的
通
知
を
求
め
て
い
る
、
と
し
か
解
釈
す
る
こ
と
が
で
き
な
い

（
判
決
要
旨
二
）。
②
基
本
法
一
〇
条
二
項
二
文
は
、
比
例
原
則
を
考
慮
す
る
と
、
基
本
法
一
〇
条
法
律
が
、
信
書
の
秘
密
並
び
に
郵
便
及

び
電
信
電
話
の
秘
密
に
対
す
る
制
約
が
許
さ
れ
る
範
囲
を
、
具
体
的
事
実
が
憲
法
敵
対
的
行
動
の
嫌
疑
を
正
当
化
す
る
場
合
、
及
び
、
具

体
的
事
件
に
お
け
る
憲
法
敵
対
的
行
動
が
他
の
手
段
を
尽
く
し
た
後
に
信
書
の
秘
密
並
び
に
郵
便
及
び
電
信
電
話
の
秘
密
を
制
限
す
る
こ

と
に
よ
っ
て
の
み
解
明
さ
れ
得
る
場
合
に
限
定
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
を
求
め
て
い
る
。
監
視
措
置
を
ど
う
し
て
も
必
要
な
も
の
に

限
定
す
る
と
い
う
憲
法
的
要
請
は
、
監
視
が
、
被
疑
者
の
目
的
の
た
め
に
利
用
さ
れ
る
と
想
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
第
三
者
の
通
信
連
絡

に
及
ぶ
こ
と
を
排
除
し
な
い
（
判
決
要
旨
三
）。
③
基
本
法
一
〇
条
二
項
二
文
は
、
基
本
法
一
〇
条
法
律
が
、
関
係
者
が
こ
の
代
用
手
続
に

（
三
七
五
）
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八

関
与
す
る
機
会
を
有
し
て
い
な
い
場
合
で
あ
っ
て
も
、
実
体
的
及
び
手
続
的
に
裁
判
的
統
制
と
同
等
の
事
後
審
査
を
規
定
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
こ
と
を
要
求
し
て
い
る
（
判
決
要
旨
四
）。

（
三
）　

連
邦
憲
法
裁
判
所
は
、
上
記
の
よ
う
な
基
本
法
一
〇
条
二
項
二
文
の
解
釈
を
展
開
し
た
後
、
つ
ぎ
に
、
基
本
法
七
九
条
三
項
の

解
釈
を
示
し
て
い
る
。
本
判
決
の
意
義
は
、
何
よ
り
も
ま
ず
、
連
邦
憲
法
裁
判
所
が
基
本
法
七
九
条
三
項
の
解
釈
を
示
し
た
点
に
あ
る
。

連
邦
憲
法
裁
判
所
に
よ
る
と
、
基
本
法
七
九
条
三
項
の
趣
旨
は
、
現
行
の
憲
法
秩
序
が
そ
の
実
質
に
お
い
て
憲
法
改
正
法
律
と
い
う
形
式

的
・
合
法
的
方
法
に
よ
っ
て
排
除
さ
れ
、
全
体
主
義
政
権
を
事
後
的
に
合
法
化
す
る
た
め
に
悪
用
さ
れ
る
可
能
性
を
阻
止
す
る
こ
と
に
あ

る
か
ら
、
こ
の
条
項
は
、
同
条
項
に
列
挙
さ
れ
た
基
本
原
則
の
「
原
理
的
放
棄
」
を
禁
止
す
る
も
の
で
あ
り
、
基
本
原
則
が
一
般
的
に
考

慮
さ
れ
、
か
つ
、
特
別
の
状
況
に
限
定
し
、
そ
の
独
自
性
に
応
じ
て
、
明
ら
か
に
適
切
な
理
由
に
基
づ
い
て
修
正
さ
れ
て
い
る
と
き
は
、

基
本
原
則
に
抵
触
し
て
い
な
い
（S

. 24
）。
基
本
法
七
九
条
三
項
は
「
例
外
規
定
」
で
あ
り
、
例
外
規
定
は
、
少
な
く
と
も
、
立
法
者
が

憲
法
改
正
法
律
に
よ
っ
て
根
本
的
な
基
本
原
則
を
体
系
内
在
的
に
修
正
す
る
こ
と
を
妨
げ
ら
れ
る
結
果
を
も
た
ら
し
て
は
な
ら
な
い
（S

. 25

）。

そ
し
て
、
最
後
に
、
連
邦
憲
法
裁
判
所
は
、
上
記
の
よ
う
に
解
釈
さ
れ
た
基
本
法
一
〇
条
二
項
二
文
が
上
記
の
よ
う
に
解
釈
さ
れ
た
基

本
法
七
九
条
三
項
に
適
合
し
て
い
る
と
判
断
し
た
（S

. 26 ff .
）。

（
四
）　

こ
れ
に
対
し
て
、
三
人
の
裁
判
官
の
少
数
意
見
は
、
基
本
法
一
〇
条
二
項
二
文
は
基
本
法
七
九
条
三
項
に
反
し
、
無
効
で
あ
る

と
主
張
し
て
い
る
。
少
数
意
見
は
、
ま
ず
、
多
数
意
見
の
採
っ
た
憲
法
解
釈
の
方
法
を
厳
し
く
批
判
す
る
。

「
憲
法
改
正
法
律
に
つ
い
て
は
、
そ
の
憲
法
適
合
性
の
審
査
に
際
し
て
、
…
…
憲
法
規
範
の
解
釈
に
当
て
は
ま
る
諸
原
則
に
よ
っ
て
解

釈
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
…
…
。
と
い
う
の
は
、
基
本
法
一
〇
条
二
項
二
文
が
有
効
な
憲
法
規
範
で
あ
る
か
否
か
が
ま
さ
に
疑
わ
し
い
か

ら
で
あ
る
。
基
本
法
七
九
条
三
項
を
基
準
と
す
る
こ
の
審
査
に
と
っ
て
決
定
的
で
あ
る
の
は
、
憲
法
改
正
規
定
が
、
文
言
、
意
味
連
関
及

（
三
七
六
）
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九

び
目
的
に
照
ら
し
て
ど
の
よ
う
に
理
解
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
で
あ
る
。
そ
の
際
に
は
、
憲
法
改
正
法
律
が
、
判
決
に
お
い
て
行
わ

れ
た
『
基
本
法
適
合
的
』
解
釈
を
受
け
入
れ
な
い
こ
と
が
判
明
す
る
。」（S
. 34

）

つ
ぎ
に
、
少
数
意
見
は
、
基
本
法
一
〇
条
二
項
二
文
の
解
釈
を
示
す
。
そ
の
骨
子
は
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

（
ａ
）　

基
本
法
一
〇
条
二
項
二
文
に
よ
る
と
、
立
法
者
は
、
一
定
の
要
件
の
下
で
、
監
視
措
置
を
関
係
者
に
通
知
し
な
い
こ
と
を
定
め

る
こ
と
が
で
き
る
。
文
言
は
一
義
的
で
あ
る
。
事
後
的
な
通
知
を
少
な
く
と
も
完
全
に
排
除
す
る
こ
と
は
許
さ
れ
な
い
と
考
え
る
と
、
こ

れ
は
、
基
本
法
一
〇
条
二
項
二
文
を
そ
の
正
反
対
の
も
の
に
歪
曲
す
る
こ
と
を
意
味
す
る
。

出
訴
の
途
の
保
障
を
定
め
る
基
本
法
一
九
条
四
項
の
本
質
は
、
権
利
保
護
が
事
物
的
か
つ
人
的
に
独
立
し
、
行
政
部
及
び
立
法
部
か
ら

分
離
し
た
、
従
っ
て
中
立
の
機
関
に
よ
っ
て
与
え
ら
れ
る
こ
と
で
あ
り
、
そ
し
て
、
こ
の
機
関
に
一
定
の
制
度
的
担
保
（
例
え
ば
、
適
法

な
人
事
配
置
）
が
組
み
込
ま
れ
、
こ
の
機
関
が
関
係
者
の
聴
聞
を
し
た
後
に
の
み
判
断
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
で
あ
る
。
改
正
さ
れ
た

憲
法
規
定
に
基
づ
い
て
、
出
訴
の
途
に
代
え
て
国
民
代
表
の
選
任
し
た
機
関
及
び
補
助
機
関
に
よ
る
事
後
審
査
が
行
わ
れ
る
と
、「
本
来

の
権
利
保
護
シ
ス
テ
ム
」
は
交
代
さ
せ
ら
れ
る
。
こ
の
規
定
が
意
味
を
持
と
う
と
す
る
と
、
こ
の
代
替
シ
ス
テ
ム
が
通
常
の
「
出
訴
の

途
」
か
ら
区
別
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
こ
と
は
、
代
替
シ
ス
テ
ム
が
独
立
性
及
び
中
立
性
の
保
障
を
有
す
る
必
要
は
な
く
、
一

定
の
手
続
き
の
強
制
に
服
す
る
必
要
も
な
い
こ
と
を
意
味
す
る
。
こ
の
区
別
は
、
基
本
法
一
〇
条
二
項
二
文
が
監
視
措
置
を
秘
密
に
し
て

お
く
こ
と
も
で
き
る
よ
う
に
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
さ
ら
に
明
確
に
な
る
。

ま
た
、
こ
の
憲
法
改
正
規
定
か
ら
、
監
視
す
る
こ
と
が
許
さ
れ
る
人
の
範
囲
に
つ
い
て
具
体
的
な
制
限
を
引
き
出
す
こ
と
は
で
き
な
い
。

こ
の
制
限
は
、
自
由
で
民
主
的
な
基
本
秩
序
の
保
護
又
は
連
邦
若
し
く
は
ラ
ン
ト
の
存
立
若
し
く
は
安
全
保
障
に
役
立
つ
場
合
で
あ
れ
ば
、

一
般
的
に
命
じ
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
ず
は
広
い
範
囲
を
監
視
下
に
置
き
、
危
険
地
点
を
絞
り
込
む
こ
と
は
、
十
分
に
合
理
的
で
あ
る
よ

（
三
七
七
）
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一
〇

う
に
思
わ
れ
る
。

そ
れ
故
、
信
書
の
秘
密
並
び
に
郵
便
及
び
電
信
電
話
の
秘
密
は
具
体
的
な
嫌
疑
の
あ
る
場
合
に
お
い
て
の
み
制
限
す
る
こ
と
が
許
さ
れ

る
と
い
う
よ
う
に
基
本
法
一
〇
条
二
項
二
文
を
制
限
的
に
解
釈
す
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
。
基
本
法
一
〇
条
二
項
二
文
は
、
そ
の
趣
旨

か
ら
し
て
、
数
多
く
の
場
所
を
試
行
的
に
監
視
す
る
大
規
模
な
監
視
行
動
を
排
除
し
て
い
な
い
（S

. 34 f.

）。

（
ｂ
）　

多
数
意
見
の
基
礎
と
し
て
い
る
解
釈
は
、
成
立
史
か
ら
一
義
的
に
明
ら
か
に
な
る
憲
法
改
正
の
目
的
に
も
合
致
さ
せ
る
こ
と
は

で
き
な
い
（S

. 35 f.

）。

（
ｃ
）　
「
従
っ
て
、
文
言
、
意
味
連
関
及
び
目
的
に
照
ら
し
て
、
基
本
法
一
〇
条
二
項
二
文
は
、
憲
法
保
護
及
び
国
家
保
護
を
目
的
と

し
て
、
電
話
に
よ
る
会
話
、
テ
レ
タ
イ
プ
、
電
報
及
び
信
書
に
関
し
て
、
関
係
者
に
事
後
的
に
も
秘
密
の
ま
ま
に
し
、
裁
判
所
に
よ
っ
て

事
後
審
査
さ
れ
な
い
内
密
の
盗
聴
及
び
検
査
を
可
能
に
す
る
仕
方
で
、
信
書
の
秘
密
並
び
に
郵
便
及
び
電
気
通
信
の
秘
密
を
制
限
す
る
こ

と
を
許
容
し
て
い
る
。
関
係
者
の
範
囲
は
限
定
さ
れ
て
お
ら
ず
、『
被
疑
者
』
に
限
定
さ
れ
る
わ
け
で
は
な
い
。『
議
会
統
制
』
に
仕
え
る

機
関
及
び
補
助
機
関
の
性
格
は
完
全
に
不
明
確
な
ま
ま
で
あ
り
、
立
法
者
は
、
こ
れ
を
政
治
的
審
議
機
関
と
し
て
組
織
す
る
こ
と
も
で
き

る
し
、
独
立
し
て
い
な
い
行
政
機
関
と
し
て
組
織
す
る
こ
と
さ
え
も
で
き
る
。」
そ
れ
故
、
多
数
意
見
に
よ
る
基
本
法
一
〇
条
二
項
二
文

の
解
釈
は
、「
基
本
法
一
〇
条
二
項
二
文
に
異
な
る
意
味
を
与
え
て
い
る
。
こ
の
解
釈
は
、
基
本
法
一
〇
条
二
項
二
文
を
縮
小
し
、
そ
の

規
範
的
内
容
を
変
更
し
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
れ
を
行
う
の
は
、
も
っ
ぱ
ら
立
法
者
の
仕
事
で
あ
る
」。

基
本
法
一
〇
条
法
律
が
憲
法
規
範
に
よ
っ
て
与
え
ら
れ
た
広
い
裁
量
の
余
地
を
使
い
尽
く
し
て
い
な
い
こ
と
は
重
要
で
は
な
い
。
立
法

者
は
、
従
来
の
憲
法
状
況
に
適
合
す
る
状
態
に
と
ど
め
る
こ
と
も
で
き
る
し
、
様
々
な
ヴ
ァ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
で
そ
こ
か
ら
離
れ
る
こ
と
も

で
き
る
。
憲
法
改
正
が
基
本
法
七
九
条
三
項
に
基
づ
い
て
許
容
さ
れ
る
か
ど
う
か
の
問
題
の
審
査
に
と
っ
て
、
基
本
法
一
〇
条
二
項
二
文

（
三
七
八
）
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一
一

は
、
立
法
者
に
対
し
て
許
容
し
て
い
る
可
能
性
の
全
範
囲
に
お
い
て
決
定
的
で
あ
る
（S

. 37 f.

）。

そ
し
て
、
少
数
意
見
は
、
本
件
に
お
け
る
憲
法
改
正
は
、
上
記
の
解
釈
に
お
い
て
は
、
基
本
法
七
九
条
三
項
に
よ
っ
て
許
容
さ
れ
て
い

な
い
と
判
断
す
る
。
少
数
意
見
は
、
ま
ず
、
基
本
法
七
九
条
三
項
の
解
釈
を
示
す
。

「
た
し
か
に
、
こ
の
よ
う
な
重
要
で
、
そ
の
帰
結
に
お
い
て
広
範
囲
に
及
ぶ
例
外
規
定
は
、
拡
張
的
に
解
釈
さ
れ
て
は
な
ら
な
い
。
し

か
し
な
が
ら
、
こ
の
規
定
の
意
味
を
、
と
り
わ
け
、
憲
法
改
正
法
律
と
い
う
形
式
的
・
合
法
的
手
段
が
全
体
主
義
政
権
を
事
後
的
に
合
法

化
す
る
た
め
に
悪
用
さ
れ
る
こ
と
を
阻
止
す
る
点
に
見
出
そ
う
と
す
る
こ
と
は
、
こ
の
規
定
の
意
義
を
完
全
に
見
誤
っ
て
い
る
こ
と
を
意

味
す
る
。」
一
九
三
三
年
の
授
権
法
の
よ
う
な
「
授
権
法
」
が
許
さ
れ
な
い
こ
と
を
強
調
す
る
必
要
は
な
い
。「
基
本
法
七
九
条
三
項
は
、

こ
れ
以
上
の
こ
と
を
意
味
す
る
。
す
な
わ
ち
、
基
本
法
制
定
者
の
一
定
の
基
本
決
定
は
、
基
本
法
が
妥
当
す
る
期
間
に
お
い
て
は
…
…
破

棄
で
き
な
い
と
宣
言
さ
れ
て
い
る
。」（S
. 38 f.

）

憲
法
改
正
に
よ
っ
て
基
本
法
一
条
及
び
二
〇
条
に
定
め
ら
れ
て
い
る
基
本
原
則
に
「
抵
触
す
る
」
こ
と
は
許
さ
れ
な
い
が
、
文
言
と
意

味
に
よ
る
と
、
基
本
法
七
九
条
三
項
は
、
基
本
原
則
（
の
全
部
若
し
く
は
一
部
）
が
完
全
に
排
除
さ
れ
る
こ
と
、
又
は
原
理
的
に
放
棄
さ
れ

る
こ
と
を
求
め
る
も
の
で
は
な
い
。「
抵
触
す
る
」
と
の
文
言
は
、
上
記
の
こ
と
を
下
回
る
こ
と
を
意
味
す
る
。「
個
人
の
自
由
領
域
の
個

別
範
囲
に
お
い
て
基
本
法
一
条
及
び
二
〇
条
か
ら
導
出
さ
れ
る
基
本
原
則
が
全
体
と
し
て
又
は
部
分
的
に
無
視
さ
れ
た
」
場
合
に
は
、
そ

れ
で
十
分
で
あ
る
。
抵
触
し
て
は
な
ら
な
い
構
成
的
諸
要
素
を
、
基
本
原
則
が
た
ん
に
「
一
般
的
に
考
慮
さ
れ
」
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
場

合
に
展
開
す
る
可
能
性
が
あ
る
「
漸
次
的
崩
壊
過
程
」
か
ら
も
保
護
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
（S

. 41 f.

）。

少
数
意
見
は
、
上
記
の
よ
う
な
基
本
法
七
九
条
三
項
の
解
釈
を
示
し
た
後
、
基
本
法
一
〇
条
二
項
二
文
は
基
本
法
七
九
条
三
項
に
適
合

し
な
い
と
判
断
し
た
（S

. 42 f.

）。

（
三
七
九
）
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一
二

（
五
）　

本
判
決
（
多
数
意
見
）
の
特
徴
は
、
基
本
法
七
九
条
三
項
の
制
限
的
解
釈
を
示
す
と
と
も
に
、
改
正
さ
れ
た
憲
法
規
定
を
基
本

法
七
九
条
三
項
に
適
合
さ
せ
る
た
め
に
憲
法
規
定
の
憲
法
適
合
的
解
釈
を
駆
使
し
た
点
に
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
少
数
意
見
は
、
基
本

法
七
九
条
三
項
の
制
限
的
解
釈
に
も
、
ま
た
、
憲
法
規
定
を
基
本
法
七
九
条
三
項
に
適
合
さ
せ
る
た
め
に
憲
法
規
定
の
「
憲
法
適
合
的
解

釈
」
の
手
法
を
用
い
る
こ
と
に
つ
い
て
も
批
判
的
な
見
解
を
示
し
た
。
多
数
意
見
は
、
憲
法
規
定
は
、
そ
の
文
言
の
み
に
基
づ
い
て
、
他

の
憲
法
規
定
と
切
り
離
し
て
解
釈
さ
れ
て
は
な
ら
ず
、
む
し
ろ
、
基
本
法
の
基
本
原
則
と
そ
の
価
値
秩
序
に
合
致
す
る
よ
う
に
解
釈
さ
れ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
の
考
え
方
を
解
釈
の
出
発
点
と
し
て
い
る
の
に
対
し
て
、
少
数
意
見
は
、
基
本
法
一
〇
条
二
項
二
文
が
有
効
な
憲

法
規
範
で
あ
る
か
否
か
が
ま
さ
に
問
わ
れ
て
い
る
か
ら
、
憲
法
改
正
法
律
の
審
査
に
限
っ
て
は
憲
法
改
正
法
律
を
憲
法
規
範
の
解
釈
に
当

て
は
ま
る
諸
原
則
に
よ
っ
て
解
釈
す
る
こ
と
は
許
さ
れ
な
い
と
説
い
て
い
る
。
少
数
意
見
は
、
多
数
意
見
の
考
え
方
そ
れ
自
体
を
否
定
す

る
も
の
で
は
な
く
、
憲
法
改
正
法
律
の
基
本
法
七
九
条
三
項
適
合
性
審
査
に
限
っ
て
は
多
数
意
見
の
考
え
方
は
妥
当
で
は
な
い
と
主
張
し

て
い
る
に
す
ぎ
な
い
。
少
数
意
見
に
よ
る
と
、
基
本
法
七
九
条
三
項
を
基
準
と
す
る
審
査
に
と
っ
て
決
定
的
で
あ
る
の
は
、
憲
法
改
正
規

定
が
、
文
言
、
意
味
連
関
及
び
目
的
に
照
ら
し
て
ど
の
よ
う
に
理
解
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
で
あ
り
、「
基
本
法
適
合
的
」
解
釈
を

用
い
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
基
本
法
一
〇
条
二
項
二
文
は
、
立
法
者
に
対
し
て
許
容
し
て
い
る
可
能
性
の
全
範
囲
に
お
い
て
基
本
法
七
九

条
三
項
適
合
性
審
査
を
受
け
る
。
本
判
決
に
お
け
る
多
数
意
見
と
少
数
意
見
の
対
立
は
、
憲
法
改
正
法
律
に
対
す
る
基
本
法
七
九
条
三
項

適
合
性
審
査
の
あ
り
方
に
関
し
て
検
討
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
極
め
て
重
要
な
問
題
点
を
鮮
や
か
に
示
し
た
の
で
あ
っ
た
。

二　

二
〇
〇
四
年
三
月
三
日
連
邦
憲
法
裁
判
所
第
一
法
廷
判
決

（
一
）　

連
邦
憲
法
裁
判
所
第
一
法
廷
は
、
二
〇
〇
四
年
三
月
三
日
の
判
決
（「
大
盗
聴
」
判
決
（
11
）

）
に
お
い
て
、
基
本
法
一
三
条
三
項
が
基

（
三
八
〇
）



憲
法
の
憲
法
適
合
的
解
釈
（
岡
田
）

一
三

本
法
七
九
条
三
項
に
適
合
す
る
か
ど
う
か
に
つ
い
て
判
断
し
た
。
一
九
九
八
年
三
月
二
六
日
の
第
四
五
回
基
本
法
改
正
法
律
に
よ
っ
て
、

住
居
の
不
可
侵
を
定
め
る
基
本
法
一
三
条
に
第
三
項
か
ら
第
六
項
が
追
加
さ
れ
、
従
前
の
第
三
項
が
第
七
項
と
な
っ
た
。
基
本
法
一
三
条

三
項
は
、
刑
事
訴
追
を
目
的
と
す
る
住
居
の
聴
覚
的
監
視
に
つ
い
て
、「
一
定
の
事
実
に
よ
っ
て
、
あ
る
者
が
法
律
上
個
別
に
定
め
ら
れ

た
特
に
重
大
な
罪
を
犯
し
た
と
の
嫌
疑
が
根
拠
付
け
ら
れ
る
場
合
に
お
い
て
、
事
件
の
追
及
が
他
の
方
法
に
よ
っ
て
は
過
度
に
困
難
に
な

り
、
あ
る
い
は
見
込
み
が
な
く
な
る
で
あ
ろ
う
と
考
え
ら
れ
る
と
き
に
は
、
裁
判
官
の
命
令
に
基
づ
き
、
被
疑
者
が
滞
在
し
て
い
る
と
推

測
さ
れ
る
住
居
を
聴
覚
的
に
監
視
す
る
た
め
の
技
術
的
手
段
を
講
じ
る
こ
と
が
許
さ
れ
る
。
こ
の
措
置
に
は
、
期
限
を
付
け
る
も
の
と
す

る
。
こ
の
命
令
は
、
三
人
の
裁
判
官
に
よ
る
合
議
体
に
よ
っ
て
下
さ
れ
る
。
危
険
が
急
迫
し
て
い
る
場
合
に
は
、
こ
の
命
令
は
一
人
の
裁

判
官
に
よ
っ
て
も
下
す
こ
と
が
で
き
る
。」
と
定
め
た
。
連
邦
憲
法
裁
判
所
は
、
六
対
二
で
、
上
記
の
憲
法
改
正
法
律
に
よ
っ
て
追
加
さ

れ
た
基
本
法
一
三
条
三
項
が
基
本
法
七
九
条
三
項
に
適
合
す
る
と
の
判
断
を
示
し
た
が
、
合
憲
判
断
の
決
め
手
と
な
っ
た
の
は
、
基
本
法

一
三
条
三
項
の
憲
法
適
合
的
解
釈
で
あ
る
。
以
下
、
連
邦
憲
法
裁
判
所
の
判
断
の
内
容
を
多
少
と
も
詳
し
く
紹
介
す
る
こ
と
に
し
よ
う
。

（
二
）　

連
邦
憲
法
裁
判
所
（
六
人
の
裁
判
官
の
多
数
意
見
）
は
、
ま
ず
、
基
本
法
七
九
条
三
項
の
解
釈
を
示
す
。

「
基
本
法
七
九
条
三
項
は
、
狭
く
解
釈
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
例
外
規
定
で
あ
っ
て
、
こ
の
規
定
は
、
憲
法
改
正
立
法
者
が
、
こ
れ

ら
の
基
本
原
則
の
実
定
法
上
の
具
現
を
適
切
な
理
由
か
ら
修
正
す
る
こ
と
を
妨
げ
な
い
…
…
。
連
邦
憲
法
裁
判
所
は
、
基
本
法
一
条
及
び

二
〇
条
に
定
め
ら
れ
て
い
る
基
本
原
則
に
抵
触
し
な
い
限
り
に
お
い
て
、
個
別
の
基
本
権
を
改
正
し
、
制
限
し
、
又
は
そ
れ
ど
こ
ろ
か
廃

止
す
る
憲
法
改
正
立
法
者
の
権
利
を
尊
重
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
れ
ら
の
基
本
原
則
の
実
定
法
上
の
具
現
を
適
切
な
理
由
に
よ
り
修

正
す
る
こ
と
は
、
立
法
者
に
禁
止
さ
れ
て
い
な
い
…
…
。
何
が
個
別
の
基
本
権
の
枠
内
に
お
い
て
基
本
法
一
条
一
項
の
保
障
内
容
に
含
ま

れ
る
の
か
は
、
各
々
の
基
本
権
規
範
の
解
釈
に
よ
っ
て
別
個
独
立
に
規
定
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。」（R

n. 114 f.

）

（
三
八
一
）



日
本
法
学　

第
八
十
四
巻
第
三
号
（
二
〇
一
八
年
十
二
月
）

一
四

多
数
意
見
は
、
基
本
法
七
九
条
三
項
の
解
釈
に
つ
い
て
は
、
一
九
七
〇
年
一
二
月
一
五
日
連
邦
憲
法
裁
判
所
第
二
法
廷
判
決
（
盗
聴
判

決
）
を
引
用
せ
ず
、
一
九
九
一
年
四
月
二
三
日
連
邦
憲
法
裁
判
所
第
一
法
廷
判
決
（
12
）

及
び
一
九
九
六
年
五
月
一
四
日
連
邦
憲
法
裁
判
所
第
二

法
廷
判
決
（
13
）

を
引
用
し
、
そ
の
解
釈
を
引
き
継
い
で
い
る
点
に
お
い
て
注
目
に
値
す
る
が
、
本
稿
は
、
基
本
法
七
九
条
三
項
の
解
釈
に
つ
い

て
は
検
討
し
な
い
。

（
三
）　

つ
ぎ
に
、
連
邦
憲
法
裁
判
所
は
、
基
本
法
一
三
条
三
項
は
基
本
法
一
条
一
項
の
「
人
間
の
尊
厳
の
保
障
」
に
適
合
し
て
い
る

（R
n. 117

）
と
判
断
し
た
。
そ
の
骨
子
は
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

（
ａ
）　

基
本
法
一
条
一
項
に
基
づ
く
人
間
の
尊
厳
の
不
可
侵
に
は
、
私
的
な
生
活
形
成
の
絶
対
的
に
保
護
さ
れ
る
核
心
領
域
の
承
認
も

含
ま
れ
る
。
刑
事
訴
追
を
目
的
と
す
る
住
居
空
間
の
聴
覚
的
監
視
（
基
本
法
一
三
条
三
項
）
は
、
こ
の
領
域
を
制
約
し
て
は
な
ら
な
い
。
こ

の
範
囲
に
お
い
て
は
、
住
居
の
不
可
侵
（
基
本
法
一
条
一
項
と
結
び
付
い
た
基
本
法
一
三
条
一
項
）
と
刑
事
訴
追
の
利
益
と
の
、
比
例
原
則
を

基
準
と
す
る
衡
量
は
、
行
わ
れ
な
い
（
判
決
要
旨
二
）。

（
ｂ
）　

基
本
法
一
三
条
に
お
け
る
聴
覚
的
監
視
を
法
律
上
導
入
す
る
た
め
の
授
権
は
、
基
本
法
一
条
一
項
と
結
び
付
い
た
基
本
法
七
九

条
三
項
に
違
反
し
な
い
。
何
故
な
ら
、
こ
の
授
権
は
、
こ
の
限
界
を
遵
守
す
る
法
律
上
の
規
定
と
こ
れ
に
基
づ
く
措
置
の
み
を
可
能
に
す

る
も
の
だ
か
ら
で
あ
る
。
憲
法
上
の
授
権
の
限
定
は
基
本
法
一
三
条
三
項
に
お
い
て
含
ま
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
加
え
て
、
憲
法
上
の
授
権

の
限
定
は
、
体
系
的
憲
法
解
釈
の
手
法
に
よ
る
と
引
き
合
い
に
出
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
他
の
憲
法
規
範
か
ら
導
出
さ
れ
る
。
比
例
原
則

は
、
人
間
の
尊
厳
の
保
護
の
絶
対
性
を
疑
問
視
す
る
も
の
で
は
な
く
、
む
し
ろ
、
盗
聴
措
置
が
人
間
の
尊
厳
を
侵
害
し
な
い
と
こ
ろ
に

限
っ
て
、
さ
ら
に
別
の
制
限
と
し
て
引
き
合
い
に
出
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
も
っ
と
も
、
比
例
原
則
に
よ
る
聴
覚
的
監
視
の
授
権
の

限
定
は
、
措
置
を
実
施
す
る
に
際
し
て
基
本
法
一
三
条
三
項
の
人
間
の
尊
厳
の
内
容
が
侵
害
さ
れ
る
リ
ス
ク
を
排
除
す
る
こ
と
も
狙
い
と

（
三
八
二
）



憲
法
の
憲
法
適
合
的
解
釈
（
岡
田
）

一
五

し
て
い
る
（R

n. 128

）。

（
ⅰ
）　

基
本
法
一
三
条
三
項
は
、
制
約
の
適
法
性
の
実
体
的
及
び
形
式
的
要
件
を
定
め
て
い
る
（R

n. 129

）。
①
ま
ず
、
基
本
法
一
三

条
三
項
一
文
に
基
づ
く
聴
覚
的
監
視
は
、
法
律
上
個
別
に
定
め
ら
れ
た
特
に
重
大
な
罪
を
犯
し
た
者
に
向
け
ら
れ
た
嫌
疑
が
一
定
の
事
実

に
よ
っ
て
根
拠
付
け
ら
れ
る
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
者
を
訴
追
す
る
た
め
に
限
り
許
さ
れ
る
（R

n. 130

）。
②
ま
た
、
基
本
法
一
三
条
三

項
は
、
事
件
の
追
及
が
他
の
方
法
に
よ
っ
て
は
過
度
に
困
難
に
な
り
、
あ
る
い
は
見
込
み
が
な
い
こ
と
を
求
め
る
（R

n. 131

）。
③
さ
ら

に
、
憲
法
改
正
立
法
者
は
、
監
視
措
置
に
裁
判
官
の
命
令
を
要
件
と
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
憲
法
上
の
実
体
的
要
件
の
遵
守
を
手
続
的
に
確

保
し
て
い
る
（R

n. 132

）。

（
ⅱ
）　

基
本
法
一
三
条
三
項
に
お
い
て
は
、
刑
事
訴
追
を
目
的
と
す
る
聴
覚
的
監
視
の
実
施
に
対
し
て
、
私
的
な
生
活
形
成
の
不
可
侵

の
核
心
領
域
を
絶
対
的
に
保
護
す
る
と
い
う
要
請
か
ら
導
か
れ
る
あ
ら
ゆ
る
限
界
が
明
文
で
定
め
ら
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
他
の
限

界
は
、
│
す
べ
て
の
基
本
権
規
範
と
同
じ
よ
う
に
│
他
の
憲
法
規
範
か
ら
導
出
さ
れ
る
。
憲
法
改
正
立
法
者
は
、
基
本
権
規
範
を
修
正
す

る
際
に
も
、
い
ず
れ
に
せ
よ
基
準
と
な
る
す
べ
て
の
憲
法
上
の
準
則
を
改
め
て
規
範
化
す
る
こ
と
を
義
務
付
け
ら
れ
な
い
。
そ
れ
に
応
じ

て
、
基
本
法
七
九
条
三
項
を
基
準
と
す
る
審
査
に
服
す
る
の
は
、
他
の
憲
法
上
の
基
準
と
結
び
付
い
た
基
本
法
一
三
条
三
項
で
あ
る

（R
n. 133

）。

そ
れ
故
、
憲
法
改
正
に
よ
っ
て
導
入
さ
れ
た
基
本
権
制
約
は
、
体
系
的
解
釈
を
用
い
て
、
他
の
法
規
範
、
と
く
に
基
本
法
一
条
一
項
に

遡
求
し
つ
つ
、
か
つ
、
比
例
原
則
を
適
用
し
つ
つ
解
釈
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
憲
法
解
釈
の
限
界
は
、
憲
法
改
正
に
よ
っ
て
創
設
さ

れ
た
規
範
に
つ
い
て
も
、
文
言
と
意
味
に
よ
る
と
一
義
的
な
規
定
に
正
反
対
の
意
味
が
付
与
さ
れ
、
解
釈
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
規
範

の
規
範
的
意
味
内
容
が
根
本
的
に
新
た
に
規
定
さ
れ
、
又
は
、
規
範
的
目
標
が
主
要
な
点
に
お
い
て
達
成
さ
れ
な
く
な
る
と
こ
ろ
に
存
す

（
三
八
三
）



日
本
法
学　

第
八
十
四
巻
第
三
号
（
二
〇
一
八
年
十
二
月
）

一
六

る
（R

n. 134

）。

本
件
に
お
い
て
は
、
こ
の
限
界
の
踰
越
を
肯
定
す
る
手
掛
か
り
は
存
在
し
な
い
。
何
故
な
ら
、
基
本
法
一
三
条
三
項
は
、
基
本
法
一
条

一
項
一
文
の
求
め
る
制
約
の
限
界
を
十
分
に
考
慮
し
て
法
律
の
内
容
を
定
め
る
こ
と
の
み
を
授
権
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
比
例
原
則
も

補
充
的
に
使
用
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
よ
う
な
解
釈
は
、
憲
法
改
正
立
法
者
の
意
思
と
矛
盾
し
な
い
（R

n. 135

）。

（
ｃ
）　

法
律
の
規
定
は
、
規
範
明
確
性
の
原
則
を
遵
守
し
つ
つ
、
居
住
空
間
の
聴
覚
的
監
視
の
や
り
方
が
人
間
の
尊
厳
の
侵
害
に
至
ら

な
い
こ
と
を
保
障
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
監
視
は
、
当
該
措
置
に
よ
っ
て
人
間
の
尊
厳
が
侵
害
さ
れ
る
と
の
手
掛
か
り
が
存
在
す
る
状

況
に
お
い
て
は
、
始
め
か
ら
行
っ
て
は
な
ら
な
い
。
ま
た
、
居
住
空
間
の
聴
覚
的
監
視
が
予
期
せ
ず
に
絶
対
に
保
護
さ
れ
る
情
報
を
収
集

す
る
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
場
合
、
当
該
監
視
は
中
止
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
記
録
は
消
去
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
刑
事
訴
追

に
枠
内
に
お
い
て
収
集
さ
れ
た
絶
対
的
に
保
護
さ
れ
る
デ
ー
タ
の
あ
ら
ゆ
る
利
用
は
排
除
さ
れ
る
（R

n. 139

）。

（
四
）　

こ
れ
に
対
し
て
、
二
人
の
裁
判
官
の
少
数
意
見
は
、
基
本
法
一
三
条
三
項
は
基
本
法
七
九
条
三
項
に
適
合
し
て
お
ら
ず
、
無
効

で
あ
る
（R

n. 366

）
と
主
張
す
る
と
と
も
に
、
憲
法
改
正
に
よ
っ
て
挿
入
さ
れ
た
基
本
法
一
三
条
三
項
は
憲
法
適
合
的
解
釈
又
は
憲
法
体

系
的
解
釈
に
よ
っ
て
合
憲
に
と
ど
め
る
こ
と
が
で
き
る
と
す
る
多
数
意
見
に
従
う
こ
と
が
で
き
な
い
（R

n. 375

）
と
主
張
し
て
い
る
。
少

数
意
見
は
、
次
の
よ
う
に
説
く
。

（
ａ
）　

ま
さ
に
憲
法
規
範
も
解
釈
が
必
要
で
あ
り
、
切
り
離
し
て
考
察
す
る
こ
と
は
で
き
ず
、
基
本
法
の
根
本
的
な
基
本
原
則
と
そ
の

価
値
秩
序
に
適
合
す
る
よ
う
に
解
釈
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
は
正
当
で
あ
る
。
し
か
し
、
基
本
法
七
九
条
三
項
に
よ
っ
て
憲
法
改

正
に
ど
の
よ
う
な
限
界
が
設
定
さ
れ
て
い
る
か
と
い
う
問
題
は
、
既
存
の
基
本
権
規
範
の
整
合
性
の
創
出
で
は
な
く
、
改
正
が
基
本
法
一

条
及
び
二
〇
条
に
定
め
ら
れ
て
い
る
基
本
原
則
に
抵
触
す
る
か
ど
う
か
に
関
わ
る
。
そ
れ
故
、
憲
法
改
正
の
憲
法
適
合
性
は
、
こ
れ
ら
の

（
三
八
四
）



憲
法
の
憲
法
適
合
的
解
釈
（
岡
田
）

一
七

基
本
原
則
に
照
ら
し
て
判
定
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
が
、
憲
法
改
正
を
、
文
言
か
ら
離
れ
て
、
憲
法
に
適
合
さ
せ
る
た
め
に
、

基
本
原
則
を
基
準
と
し
て
解
釈
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
（R

n. 376

）。

（
ｂ
）　

多
数
意
見
も
、
憲
法
改
正
の
方
法
に
よ
っ
て
導
入
し
た
聴
覚
的
監
視
の
授
権
は
、
法
律
上
の
規
定
及
び
そ
れ
に
基
づ
く
措
置
が
、

聴
覚
的
に
監
視
す
る
こ
と
が
許
さ
れ
る
者
の
私
的
な
生
活
形
成
の
核
心
部
分
を
侵
害
し
な
い
よ
う
に
す
る
た
め
に
、
明
文
上
十
分
な
制
限

を
定
め
て
い
な
い
、
つ
ま
り
、
基
本
法
一
三
条
三
項
は
、
そ
れ
自
体
と
し
て
は
基
本
法
七
九
条
三
項
に
適
合
し
て
い
な
い
、
と
い
う
前
提

か
ら
出
発
し
て
い
る
。
そ
れ
故
、
多
数
意
見
は
、「
憲
法
改
正
法
律
の
体
系
的
憲
法
解
釈
の
助
け
を
借
り
て
」
一
三
条
三
項
に
更
な
る
不

文
の
限
界
を
付
加
し
、
聴
覚
的
監
視
の
授
権
を
立
法
者
が
設
定
し
た
程
度
を
越
え
て
制
限
し
て
い
る
。
多
数
意
見
は
、
基
本
法
一
三
条
一

項
の
人
間
の
尊
厳
の
意
味
内
容
を
、
解
釈
の
方
法
で
基
本
法
一
三
条
三
項
の
付
加
的
な
不
文
の
制
約
を
設
定
す
る
た
め
の
基
準
と
し
て
使

用
し
て
い
る
。
し
か
し
、
人
間
の
尊
厳
の
内
容
は
、「
憲
法
改
正
に
対
す
る
そ
の
阻
止
効
果
」
を
失
い
、
た
ん
に
、
解
釈
の
手
段
と
し
て
、

そ
う
し
な
い
と
違
憲
で
あ
る
憲
法
改
正
を
合
憲
に
す
る
た
め
に
の
み
使
わ
れ
て
い
る
。
憲
法
改
正
規
範
に
ま
っ
た
く
書
か
れ
な
か
っ
た
こ

と
が
、
こ
の
憲
法
改
正
規
範
が
基
本
法
七
九
条
三
項
の
ハ
ー
ド
ル
を
乗
り
越
え
る
こ
と
に
寄
与
す
る
（R

n. 378

）。

（
ｃ
）　

基
本
法
一
三
条
三
項
そ
れ
自
体
は
、
差
し
当
た
り
、
基
本
法
一
三
条
一
項
か
ら
、
こ
の
規
範
の
人
間
の
尊
厳
の
内
容
に
関
連
す

る
領
域
も
除
外
す
る
。
し
か
し
、
こ
れ
に
よ
っ
て
、
そ
の
保
護
が
な
く
な
る
わ
け
で
は
な
く
、
こ
の
領
域
は
、
基
本
法
一
条
一
項
か
ら
直

接
に
保
護
を
受
け
る
。
も
っ
と
も
、
こ
れ
に
よ
り
、
一
方
に
お
い
て
、
基
本
法
一
条
一
項
は
、
人
間
の
尊
厳
を
保
持
す
る
た
め
に
、
私
的

住
居
に
お
い
て
現
れ
る
内
密
領
域
を
包
括
的
に
保
護
し
、
他
方
に
お
い
て
、
基
本
法
一
三
条
一
項
は
、
特
別
法
と
し
て
基
本
法
一
条
一
項

の
適
用
を
排
除
し
て
い
る
一
三
条
三
項
と
結
び
付
い
て
、
こ
の
領
域
を
制
約
す
る
こ
と
を
憲
法
改
正
に
よ
っ
て
明
文
で
許
容
し
て
い
る
と

い
う
「
憲
法
の
矛
盾
」
が
生
じ
る
。
こ
の
矛
盾
を
憲
法
解
釈
の
方
法
に
よ
っ
て
解
消
し
よ
う
と
す
る
と
、
憲
法
律
制
定
者
に
よ
っ
て
行
わ

（
三
八
五
）



日
本
法
学　

第
八
十
四
巻
第
三
号
（
二
〇
一
八
年
十
二
月
）

一
八

れ
た
憲
法
改
正
は
そ
の
内
容
に
お
い
て
大
幅
に
後
退
す
る
こ
と
に
な
る
。
改
正
さ
れ
た
憲
法
規
範
に
お
い
て
こ
れ
は
構
想
さ
れ
て
お
ら
ず
、

ま
た
明
文
化
さ
れ
て
い
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
う
な
る
の
で
あ
る
。
改
正
さ
れ
た
憲
法
規
範
は
、
基
本
法
七
九
条
三
項
に
基
づ
い
て

保
障
さ
れ
て
い
る
憲
法
水
準
を
遵
守
し
て
い
な
い
基
本
権
制
約
が
許
さ
れ
る
と
の
「
外
観
」
を
創
出
す
る
（R

n. 380

）。

こ
れ
に
よ
っ
て
、
一
方
に
お
い
て
、
こ
の
憲
法
改
正
に
よ
っ
て
何
を
生
じ
さ
せ
よ
う
と
し
、
い
か
な
る
範
囲
に
お
い
て
私
的
住
居
の
保

護
の
制
約
を
立
法
者
に
授
権
し
て
い
る
の
か
に
つ
い
て
十
分
な
明
確
性
を
欠
く
こ
と
に
な
る
。
他
方
に
お
い
て
、
解
釈
に
よ
っ
て
、
憲
法

改
正
規
範
に
立
法
者
が
与
え
た
意
味
内
容
が
再
び
変
更
さ
れ
る
が
、
こ
の
こ
と
は
規
範
自
体
に
お
い
て
は
明
文
化
さ
れ
て
い
な
い
。
こ
の

よ
う
な
変
更
は
、
も
っ
ぱ
ら
憲
法
律
制
定
者
が
行
う
べ
き
事
項
で
あ
る
。
そ
れ
故
、
憲
法
律
制
定
者
が
、
基
本
法
一
条
一
項
の
基
準
に
適

合
し
て
い
な
い
基
本
法
改
正
を
行
っ
た
場
合
、
基
本
法
の
権
限
配
分
と
規
範
明
確
性
の
法
治
国
家
原
則
は
、
こ
の
憲
法
規
範
を
、
基
本
法

七
九
条
三
項
の
ハ
ー
ド
ル
を
乗
り
越
え
る
こ
と
が
で
き
る
範
囲
に
ま
で
解
釈
に
よ
っ
て
限
定
し
、
そ
の
後
に
、
埋
め
合
わ
せ
と
し
て
、
改

正
さ
れ
た
憲
法
規
範
に
お
い
て
明
文
化
さ
れ
て
い
る
介
入
権
限
を
根
拠
と
す
る
法
律
上
の
規
定
に
憲
法
違
反
を
理
由
と
し
て
異
議
を
唱
え

る
こ
と
を
禁
止
し
て
い
る
。
違
憲
の
憲
法
を
治
癒
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
違
憲
の
憲
法
を
治
癒
す
る
こ
と
は
基
本
法
七
九
条
三
項
に
適

合
し
な
い
。
基
本
法
七
九
条
三
項
は
、
各
基
本
権
に
含
ま
れ
る
人
間
の
尊
厳
の
内
容
を
制
約
す
る
た
め
の
憲
法
上
の
根
拠
が
基
本
法
改
正

に
よ
っ
て
創
設
さ
れ
る
こ
と
を
阻
止
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
（R

n. 381

）。

こ
れ
に
加
え
て
、
少
数
意
見
は
、
憲
法
改
正
規
定
の
憲
法
適
合
性
を
憲
法
適
合
的
解
釈
に
よ
っ
て
創
出
す
る
可
能
性
は
、
基
本
法
七
九

条
三
項
の
適
用
範
囲
を
許
さ
れ
な
い
仕
方
で
制
限
す
る
、
と
多
数
意
見
を
批
判
し
て
い
る
。
少
数
意
見
は
、
次
の
よ
う
に
説
い
て
い
る
。

「
こ
の
可
能
性
は
、
基
本
法
七
九
条
三
項
に
よ
っ
て
憲
法
改
正
に
設
定
さ
れ
た
制
限
が
作
動
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
は
、
結
局
の
と
こ

ろ
、
憲
法
改
正
立
法
者
が
、
連
邦
的
秩
序
、
基
本
法
一
条
又
は
二
〇
条
そ
れ
自
体
を
全
体
と
し
て
廃
止
し
よ
う
と
す
る
と
こ
ろ
だ
け
で
あ

（
三
八
六
）



憲
法
の
憲
法
適
合
的
解
釈
（
岡
田
）

一
九

る
こ
と
に
帰
着
す
る
。
と
い
う
の
は
、
そ
れ
以
外
の
場
合
に
は
、
基
本
法
一
条
及
び
二
〇
条
が
解
釈
基
準
と
し
て
憲
法
に
存
在
す
る
限
り
、

あ
ら
ゆ
る
憲
法
改
正
に
対
し
て
、
基
本
法
一
条
又
は
二
〇
条
に
照
ら
し
た
解
釈
を
通
し
て
、
そ
れ
が
合
憲
に
な
る
よ
う
に
手
助
け
し
、
そ

の
結
果
と
し
て
基
本
法
七
九
条
三
項
に
耐
え
る
不
文
の
内
在
的
制
約
を
付
加
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
に
な
る
か
ら
で
あ
る
。」
し
か
し
、

基
本
法
制
定
者
は
、
基
本
法
七
九
条
三
項
に
お
い
て
、
も
っ
ぱ
ら
基
本
法
一
条
及
び
二
〇
条
の
廃
止
を
不
適
法
で
あ
る
と
し
て
排
除
す
る

の
で
は
な
く
、
す
で
に
、
こ
れ
ら
の
諸
条
項
に
定
め
ら
れ
て
い
る
基
本
原
則
に
抵
触
す
る
改
正
を
不
適
法
で
あ
る
と
し
て
排
除
し
て
い
る
。

従
っ
て
、
基
本
法
七
九
条
三
項
は
、
よ
り
広
い
範
囲
に
及
ぶ
も
の
で
あ
る
。
基
本
法
七
九
条
三
項
は
、
憲
法
に
定
め
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ

の
、
法
治
国
家
的
基
本
原
則
に
基
づ
く
又
は
人
間
の
尊
厳
の
確
保
に
役
立
つ
諸
々
の
基
本
権
地
位
の
崩
壊
の
始
ま
り
を
阻
止
す
る
た
め
の

も
の
で
あ
っ
て
、
法
治
国
家
が
全
体
と
し
て
廃
止
さ
れ
、
人
間
の
尊
厳
が
も
は
や
保
護
を
受
け
な
い
も
の
と
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
初
め
て
作

動
す
る
た
め
に
用
い
ら
れ
る
も
の
で
は
な
い
。
ま
さ
に
基
本
法
七
九
条
三
項
が
我
々
の
憲
法
の
主
要
な
支
柱
の
漸
次
的
解
体
に
対
処
で
き

る
た
め
に
、
憲
法
改
正
を
言
葉
ど
お
り
に
受
け
取
り
、
立
法
者
自
身
が
し
た
授
権
を
基
本
法
一
条
及
び
二
〇
条
に
定
め
ら
れ
て
い
る
基
本

原
則
に
照
ら
し
て
判
断
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
れ
ら
の
基
本
原
則
に
抵
触
す
る
場
合
、
基
本
法
七
九
条
三
項
は
、
許
容
さ
れ
な
い
改

正
が
事
後
的
に
合
憲
に
な
る
よ
う
に
手
助
け
す
る
憲
法
適
合
的
解
釈
の
余
地
を
提
供
し
な
い
。（R

n. 382

）

（
五
）　

本
判
決
の
多
数
意
見
は
、
基
本
法
一
三
条
三
項
が
基
本
法
七
九
条
三
項
に
適
合
す
る
と
判
断
し
た
が
、
少
数
意
見
は
、
こ
れ
に

真
っ
向
か
ら
対
立
す
る
見
解
を
述
べ
た
。
両
者
の
結
論
を
分
け
た
要
因
が
基
本
法
七
九
条
三
項
の
解
釈
に
あ
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
で
あ
る

が
、
そ
れ
に
加
え
て
憲
法
の
憲
法
適
合
的
解
釈
に
つ
い
て
の
考
え
方
の
違
い
も
大
き
な
要
因
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
多
数
意
見
は
、

基
本
法
一
三
条
三
項
の
定
め
る
基
本
権
制
約
の
限
界
は
、
基
本
法
一
三
条
三
項
に
お
い
て
明
文
で
定
め
ら
れ
た
限
界
に
加
え
て
、
す
べ
て

の
基
本
権
規
範
と
同
じ
よ
う
に
他
の
憲
法
規
範
か
ら
も
導
出
さ
れ
る
の
で
あ
る
か
ら
、
憲
法
改
正
立
法
者
は
、
基
本
権
規
範
を
修
正
す
る

（
三
八
七
）



日
本
法
学　

第
八
十
四
巻
第
三
号
（
二
〇
一
八
年
十
二
月
）

二
〇

際
に
も
、
い
ず
れ
に
せ
よ
基
準
と
な
る
す
べ
て
の
憲
法
上
の
準
則
を
改
め
て
規
範
化
す
る
こ
と
を
義
務
付
け
ら
れ
て
お
ら
ず
、
そ
れ
故
、

基
本
法
七
九
条
三
項
を
基
準
と
す
る
審
査
に
服
す
る
の
は
、
他
の
憲
法
上
の
基
準
と
結
び
付
い
た
基
本
法
一
三
条
三
項
で
あ
る
と
主
張
し

て
い
る
（R

n. 133

）。
多
数
意
見
に
よ
る
と
、
憲
法
改
正
に
よ
っ
て
導
入
さ
れ
た
基
本
権
制
約
は
、
他
の
法
規
範
、
と
く
に
基
本
法
一
条

一
項
に
遡
求
し
つ
つ
、
か
つ
、
比
例
原
則
を
適
用
し
つ
つ
解
釈
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
（R

n. 134

）。
多
数
意
見
は
、
こ
の
よ
う
な
考

え
方
に
立
ち
、
基
本
法
一
三
条
三
項
に
憲
法
適
合
的
解
釈
を
施
し
た
上
で
、
基
本
法
一
三
条
三
項
が
基
本
法
七
九
条
三
項
に
違
反
し
な
い

と
判
断
し
た
。
こ
れ
に
対
し
て
少
数
意
見
は
、
基
本
法
一
三
条
三
項
の
憲
法
適
合
的
解
釈
に
批
判
的
な
見
解
を
表
明
し
て
い
る
。
少
数
意

見
も
、
憲
法
規
範
も
解
釈
が
必
要
で
あ
り
、
他
の
憲
法
規
範
か
ら
切
り
離
し
て
考
察
す
る
こ
と
は
で
き
ず
、
基
本
法
の
基
本
原
則
と
そ
の

価
値
秩
序
に
適
合
す
る
よ
う
に
解
釈
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
は
正
当
で
あ
る
と
述
べ
て
お
り
、
多
数
意
見
の
考
え
方
を
そ
れ
自
体
と

し
て
否
定
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
し
か
し
、
少
数
意
見
は
、
基
本
法
七
九
条
三
項
に
よ
っ
て
憲
法
改
正
に
ど
の
よ
う
な
限
界
が
設
定

さ
れ
て
い
る
か
と
い
う
問
題
は
、
既
存
の
基
本
権
規
範
の
整
合
性
の
創
出
で
は
な
く
、
憲
法
改
正
が
基
本
法
一
条
及
び
二
〇
条
に
定
め
ら

れ
て
い
る
基
本
原
則
に
抵
触
す
る
か
ど
う
か
に
関
わ
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
憲
法
改
正
法
律
を
、
文
言
か
ら
離
れ
て
、
憲
法
に
適
合
さ
せ

る
た
め
に
、
基
本
原
則
を
基
準
と
し
て
解
釈
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
説
い
て
い
る
（R

n. 376

）。
一
九
七
〇
年
一
二
月
一
五
日
連
邦
憲

法
裁
判
所
第
二
法
廷
判
決
（
盗
聴
判
決
）
に
お
け
る
多
数
意
見
と
少
数
意
見
は
、
四
半
世
紀
近
く
の
時
を
経
て
、
新
た
に
連
邦
憲
法
裁
判

所
入
り
し
た
裁
判
官
に
そ
れ
ぞ
れ
引
き
継
が
れ
、
そ
の
対
立
は
、
本
判
決
に
お
い
て
も
ま
っ
た
く
解
消
さ
れ
な
か
っ
た
。 （

三
八
八
）



憲
法
の
憲
法
適
合
的
解
釈
（
岡
田
）

二
一

Ⅲ　

学
説

（
一
）　

一
九
七
〇
年
一
二
月
一
五
日
連
邦
憲
法
裁
判
所
第
二
法
廷
判
決
（
盗
聴
判
決
）
の
直
後
の
学
説
に
お
い
て
、
連
邦
憲
法
裁
判
所

（
多
数
意
見
）
が
駆
使
し
た
憲
法
の
憲
法
適
合
的
解
釈
の
手
法
は
厳
し
い
批
判
を
受
け
た
。
ヘ
ー
ベ
ル
レ
（P

eter H
äberle

）
は
、
基
本
法

改
正
そ
れ
自
体
を
憲
法
適
合
的
に
（
基
本
法
適
合
的
に
）
解
釈
す
る
多
数
意
見
の
試
み
は
誤
っ
て
い
る
と
主
張
し
て
い
る
。
何
故
な
ら
、
こ

れ
に
よ
っ
て
、
憲
法
改
正
法
律
は
、
憲
法
全
体
を
基
準
と
し
て
判
断
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
基
本
法
七
九
条
三
項
の
み
を
基
準
と
し
て
判

断
さ
れ
な
く
な
る
か
ら
で
あ
る
。
ま
た
、
基
本
法
一
〇
条
二
項
二
文
が
憲
法
全
体
の
有
効
な
構
成
部
分
と
し
て
前
提
と
さ
れ
て
い
る
が
、

そ
の
有
効
性
が
そ
の
前
に
審
査
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
は
ず
で
あ
る
。
従
っ
て
、
憲
法
改
正
法
律
に
つ
い
て
は
、
ま
ず
は
、「
そ
れ
自

体
と
し
て
」、
つ
ま
り
、
文
言
、
意
味
及
び
目
的
並
び
に
成
立
史
に
反
し
て
憲
法
全
体
に
調
和
的
に
埋
め
込
む
こ
と
は
し
な
い
で
、
文
言
、

意
味
及
び
目
的
並
び
に
成
立
史
に
よ
っ
て
解
釈
し
、
そ
の
後
に
基
本
法
七
九
条
三
項
と
の
適
合
性
が
判
断
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
さ

ら
に
、
憲
法
適
合
的
解
釈
は
、
暗
黙
の
う
ち
に
現
行
の
基
本
法
一
〇
条
法
律
に
依
拠
し
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
が
、
法
律
の
内
容
形
成
の

可
能
性
は
多
様
で
あ
り
、
憲
法
違
反
の
明
確
な
判
断
だ
け
が
濫
用
の
可
能
性
に
対
処
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
を
考
え
る
と
、
憲
法
適
合

的
解
釈
に
対
す
る
疑
問
は
さ
ら
に
増
大
す
る
。
そ
し
て
、
ヘ
ー
ベ
ル
レ
は
、
憲
法
適
合
的
解
釈
に
よ
っ
て
基
本
法
一
〇
条
二
項
二
文
に
多

く
の
こ
と
が
読
み
込
ま
れ
、
連
邦
憲
法
裁
判
所
は
、
憲
法
改
正
法
律
の
代
わ
り
を
引
き
受
け
る
こ
と
に
な
る
、
つ
ま
り
、
そ
の
権
限
を
逸

脱
す
る
こ
と
に
な
る
、
と
総
括
し
て
い
る
（
14
）

。

ま
た
、
ル
ッ
プ
（H

ans H
einrich R

upp

）
は
、
多
数
意
見
の
方
法
論
的
ア
プ
ロ
ー
チ
の
誤
り
を
批
判
し
て
い
る
。
ル
ッ
プ
は
、
次
の
よ

う
に
説
い
て
い
る
。
多
数
意
見
は
、
憲
法
改
正
法
律
も
他
の
憲
法
規
範
と
同
じ
よ
う
に
基
本
法
の
基
本
原
則
及
び
そ
の
価
値
秩
序
を
基
準

（
三
八
九
）



日
本
法
学　

第
八
十
四
巻
第
三
号
（
二
〇
一
八
年
十
二
月
）

二
二

と
し
て
判
断
さ
れ
る
と
し
、
そ
の
際
に
、
先
例
（
15
）

を
引
き
つ
つ
、「
憲
法
内
部
に
お
け
る
矛
盾
の
、
解
釈
に
よ
る
治
癒
」
と
い
う
視
点
を
持

ち
込
ん
で
い
る
が
、
こ
の
よ
う
な
多
数
意
見
の
方
法
論
に
対
す
る
少
数
意
見
の
批
判
は
正
当
で
あ
る
。
本
件
は
、「
違
憲
の
憲
法
規
範
の

問
題
」
で
は
な
く
、「
憲
法
改
正
の
違
憲
性
の
問
題
」
に
関
わ
る
。
憲
法
制
定
権
力
の
成
果
で
あ
る
憲
法
は
、
同
一
の
法
的
ラ
ン
ク
を
有

し
て
お
り
、
全
体
と
し
て
捉
え
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
そ
れ
故
、
憲
法
律
の
内
部
に
お
い
て
あ
る
憲
法
規
範
に
他
の
憲
法
規
範
に
対
す

る
何
ら
か
の
性
質
の
優
位
を
認
め
、
他
の
憲
法
規
範
の
廃
止
効
果
を
付
与
す
る
こ
と
を
可
能
に
す
る
よ
う
な
価
値
序
列
を
憲
法
の
規
範
構

造
の
中
に
読
み
込
む
に
は
若
干
の
努
力
が
必
要
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
よ
う
な
価
値
ス
ケ
ー
ル
に
は
、
主
観
的
な
思
弁
に
よ
っ
て
設
定

さ
れ
る
危
険
が
あ
る
の
で
、
原
理
的
に
、
憲
法
を
憲
法
制
定
権
力
の
矛
盾
の
な
い
表
出
と
し
て
扱
い
、
矛
盾
と
さ
れ
た
も
の
を
体
系
に
適

合
し
た
解
釈
に
よ
る
調
和
の
方
法
で
解
消
す
る
以
外
に
途
は
な
い
。
し
か
し
、
本
件
は
、
憲
法
改
正
の
問
題
、
す
な
わ
ち
、
基
本
法
が
自

ら
七
九
条
三
項
に
お
い
て
越
え
る
こ
と
が
で
き
な
い
限
界
を
設
定
し
て
い
る
対
象
で
あ
る
措
置
の
許
容
性
の
問
題
に
関
わ
る
も
の
で
あ
る
。

多
数
意
見
は
、
違
憲
の
憲
法
規
範
の
解
決
モ
デ
ル
で
あ
る
基
本
法
適
合
的
解
釈
を
使
用
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
基
本
法
七
九
条
三
項
の
明

確
な
意
味
を
偽
造
し
て
い
る
、
と
（
16
）

。

さ
ら
に
、
エ
ー
リ
ヒ
ゼ
ン
（H

ans-U
w
e E
richsen

）
も
、
憲
法
改
正
法
律
の
憲
法
適
合
的
解
釈
の
手
法
に
批
判
的
な
見
解
を
述
べ
て
い

る
。
あ
ら
ゆ
る
憲
法
改
正
法
律
は
、
憲
法
全
体
に
影
響
を
及
ぼ
し
、
そ
れ
を
変
更
す
る
こ
と
が
許
さ
れ
る
前
に
、
基
本
法
七
九
条
三
項
と

の
適
合
性
に
関
し
て
判
断
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
連
邦
憲
法
裁
判
所
は
、
ま
ず
、
憲
法
全
体
に
準
拠
し
て
憲
法
改
正
法
律
の
憲
法

適
合
的
理
解
を
創
出
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
憲
法
改
正
立
法
者
の
憲
法
改
正
の
可
能
性
を
縮
減
す
る
結
果
と
な
る
。
憲
法
改
正
法
律
は
、

基
本
法
七
九
条
三
項
と
の
適
合
性
の
み
な
ら
ず
、
憲
法
の
他
の
基
本
原
則
と
の
適
合
性
に
関
し
て
も
判
断
さ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
憲
法
改

正
の
た
め
の
基
準
は
基
本
法
七
九
条
三
項
だ
け
で
あ
る
、
と
（
17
）

。

（
三
九
〇
）



憲
法
の
憲
法
適
合
的
解
釈
（
岡
田
）

二
三

こ
れ
に
対
し
て
、
シ
ュ
リ
ン
ク
（B

ernhard S
chlink

）
は
、
一
九
七
三
年
の
論
文
に
お
い
て
、
連
邦
憲
法
裁
判
所
が
展
開
し
た
憲
法
適

合
的
解
釈
に
肯
定
的
な
見
解
を
述
べ
て
い
る
。
憲
法
適
合
的
解
釈
は
、
明
確
な
文
言
に
反
し
て
は
な
ら
な
い
し
、
成
立
史
か
ら
明
ら
か
に

さ
れ
る
立
法
者
の
意
思
に
も
反
し
て
は
な
ら
な
い
。
ま
た
、
憲
法
適
合
的
解
釈
は
、
立
法
目
的
を
見
誤
っ
て
は
な
ら
な
い
し
、
そ
れ
を
歪

曲
し
て
は
な
ら
な
い
。
こ
れ
ら
は
、
あ
ら
ゆ
る
解
釈
に
設
定
さ
れ
た
限
界
で
あ
り
、
こ
の
限
界
の
範
囲
内
に
お
い
て
、
複
数
の
可
能
な
解

釈
の
中
か
ら
、
憲
法
と
調
和
す
る
も
の
を
優
先
す
る
こ
と
や
、
あ
る
憲
法
規
範
が
解
釈
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
場
合
、
そ
れ
以
外
の
憲

法
規
範
と
調
和
す
る
も
の
を
優
先
す
る
こ
と
は
、
ま
さ
し
く
「
体
系
的
解
釈
の
要
請
」
で
あ
る
、
と
（
18
）

。

（
二
）　

最
近
の
学
説
に
お
い
て
は
、
連
邦
憲
法
裁
判
所
が
展
開
し
た
憲
法
の
憲
法
適
合
的
解
釈
は
む
し
ろ
肯
定
的
に
評
価
さ
れ
て
い
る

よ
う
に
も
見
え
る
（
19
）

。
例
え
ば
、
ブ
リ
ー
デ
（B
run-O

tto B
ryde

）
は
、
連
邦
憲
法
裁
判
所
は
、「
憲
法
改
正
立
法
者
の
決
定
特
権
」
と
憲

法
原
理
を
擁
護
す
る
「
見
張
り
役
」
で
あ
る
自
己
の
役
割
と
の
調
整
を
、
と
く
に
、
憲
法
改
正
を
「
憲
法
適
合
的
解
釈
」
を
使
っ
て
基
本

法
七
九
条
三
項
に
適
合
さ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
行
っ
て
き
た
と
観
察
し
つ
つ
、
次
の
よ
う
に
説
い
て
い
る
。
憲
法
改
正
立
法
者
は
違
憲
の

憲
法
を
制
定
す
る
つ
も
り
は
な
い
こ
と
が
前
提
と
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
か
ら
、
少
な
く
と
も
「
基
本
法
七
九
条
三
項
適
合

的
解
釈
」
は
た
ん
に
問
題
が
な
い
と
い
う
だ
け
で
は
な
く
、
む
し
ろ
必
要
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
改
正
さ
れ
た
条
文
で
あ
っ
て
も
、
憲
法
改

正
立
法
者
が
基
本
法
一
条
及
び
二
〇
条
に
抵
触
し
な
い
よ
う
に
し
て
い
る
限
り
、
こ
れ
ら
の
憲
法
原
理
に
照
ら
し
て
解
釈
さ
れ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
の
で
あ
る
か
ら
、「
基
本
法
七
九
条
三
項
適
合
的
解
釈
」
に
よ
っ
て
基
本
法
七
九
条
三
項
の
適
用
範
囲
が
許
さ
れ
な
い
仕
方
で

限
定
さ
れ
る
わ
け
で
は
な
い
。「
基
本
法
七
九
条
三
項
適
合
的
解
釈
」
に
よ
っ
て
憲
法
裁
判
所
が
憲
法
改
正
を
破
棄
す
る
の
は
「
稀
な
例

外
事
例
」
に
限
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
が
、
基
本
法
七
九
条
三
項
が
「
例
外
的
性
質
」
を
有
す
る
こ
と
を
考
え
る
と
、
こ
れ
は
歓
迎
さ
れ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
と
同
時
に
、
連
邦
憲
法
裁
判
所
は
、
政
治
プ
ロ
セ
ス
に
対
す
る
重
大
か
つ
極
め
て
厄
介
な
介
入
に
至
ら
な
い
と
こ
ろ

（
三
九
一
）



日
本
法
学　

第
八
十
四
巻
第
三
号
（
二
〇
一
八
年
十
二
月
）

二
四

で
、
基
本
法
七
九
条
三
項
に
お
い
て
保
護
さ
れ
た
基
本
原
理
の
遵
守
を
憲
法
改
正
の
プ
ロ
セ
ス
に
お
い
て
も
維
持
す
る
可
能
性
を
作
り
出

し
た
、
と
（
20
）

。
こ
の
よ
う
に
ブ
リ
ー
デ
は
、
連
邦
憲
法
裁
判
所
が
用
い
て
い
る
「
憲
法
適
合
的
解
釈
」
の
手
法
に
肯
定
的
評
価
を
与
え
て
い

る
。
ま
た
、
ヘ
ァ
デ
ー
ゲ
ン
（M

atthias H
erdegen

）
も
、
ブ
リ
ー
デ
の
見
解
を
引
用
し
つ
つ
、
民
主
的
立
憲
国
家
に
お
い
て
は
、
立
法

者
は
、
憲
法
改
正
に
お
い
て
も
、
憲
法
上
の
拘
束
の
枠
内
で
行
動
し
よ
う
と
し
て
い
る
、
と
い
う
こ
と
が
前
提
と
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
が
、
こ
の
こ
と
が
憲
法
適
合
的
解
釈
の
可
能
性
の
根
拠
と
な
る
と
説
い
て
い
る
（
21
）

。

ハ
イ
ン
（K

arl-E
. H
ain

）
も
、
憲
法
改
正
法
律
の
憲
法
適
合
的
解
釈
の
手
法
を
肯
定
的
に
評
価
す
る
。
ハ
イ
ン
は
、
次
の
よ
う
に
説
い

て
い
る
。
憲
法
制
定
権
力
（pouvoir constituant

）
と
憲
法
に
よ
っ
て
作
ら
れ
た
権
力
（pouvoir constitué

）
の
区
別
が
基
本
法
の
基
礎
に

置
か
れ
て
い
る
こ
と
を
前
提
と
す
る
と
、
改
正
阻
止
条
項
（R

evisionsperrklausel

）
は
、
憲
法
制
定
者
の
一
定
の
基
本
決
定
へ
の
憲
法
改

正
立
法
者
の
他
律
的
拘
束
と
し
て
現
れ
る
。
こ
の
拘
束
は
、
憲
法
改
正
立
法
者
の
意
思
に
由
来
す
る
も
の
で
は
な
く
、
そ
の
意
思
に
反
し

て
他
の
主
体
の
│
憲
法
制
定
者
の
│
意
思
に
よ
っ
て
当
為
と
し
て
設
定
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
他
律
的
で
あ
る
。
基
本
法
七
九
条
三

項
は
、
法
技
術
的
に
は
、
拘
束
条
項
に
分
類
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
基
本
法
七
九
条
三
項
は
、
そ
の
基
本
的
性
格
の
点
で
基
本
法
一
条
三

項
及
び
二
〇
条
三
項
の
拘
束
条
項
と
同
じ
で
あ
り
、
こ
の
拘
束
条
項
は
、
形
式
的
ル
ー
ル
と
し
て
、
ド
イ
ツ
法
秩
序
の
段
階
構
造
を
実
定

的
に
構
成
す
る
。
こ
の
段
階
構
造
に
お
い
て
は
、
憲
法
に
よ
っ
て
作
ら
れ
た
権
力
は
、
上
位
の
規
範
的
内
容
に
拘
束
さ
れ
、
上
位
の
規
範

的
内
容
を
生
み
出
す
権
限
を
有
し
な
い
。
こ
の
こ
と
は
、
以
下
の
効
果
を
発
生
さ
せ
る
。
第
一
に
、
拘
束
の
名
宛
人
は
、
拘
束
条
項
に

よ
っ
て
画
定
さ
れ
た
限
界
に
と
ど
ま
る
決
定
の
み
を
下
す
こ
と
が
許
さ
れ
る
。
第
二
に
、
法
文
（R

echtssätze

）
が
裁
量
の
余
地
を
含
ん

で
い
る
場
合
、
こ
の
法
文
は
、
そ
の
時
々
に
基
準
と
な
る
拘
束
に
従
っ
て
│
つ
ま
り
、
基
本
法
七
九
条
を
基
準
と
し
て
「
基
本
原
則
適
合

的
に
（grundsatzkonform

）」
│
適
用
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
第
三
に
、
あ
る
決
定
を
基
準
と
な
る
拘
束
に
適
合
す
る
よ
う
に
適
用

（
三
九
二
）



憲
法
の
憲
法
適
合
的
解
釈
（
岡
田
）

二
五

で
き
ず
、
そ
の
た
め
に
拘
束
力
の
あ
る
規
範
の
内
容
に
反
す
る
場
合
に
限
り
、「
修
正
の
可
能
性
を
伴
う
瑕
疵
効
果
シ
ス
テ
ム
（
22
）

」
が
作
動

し
、
基
本
法
七
九
条
三
項
を
考
慮
す
る
と
「
基
本
原
則
に
適
合
し
な
い
」
規
定
は
無
効
と
な
る
、
と
（
23
）

。

（
三
）　

こ
の
よ
う
に
連
邦
憲
法
裁
判
所
が
用
い
て
い
る
憲
法
改
正
法
律
の
憲
法
適
合
的
解
釈
は
、
現
在
の
学
説
に
お
い
て
支
持
を
得
て

い
る
と
言
っ
て
よ
い
。
憲
法
改
正
法
律
の
憲
法
適
合
的
解
釈
を
肯
定
し
た
場
合
に
次
に
問
題
と
な
る
の
は
、
憲
法
改
正
法
律
の
憲
法
適
合

的
解
釈
の
「
限
界
」
で
あ
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
、
連
邦
憲
法
裁
判
所
は
、「
文
言
と
意
味
に
よ
る
と
一
義
的
な
規
定
に
正
反
対
の
意
味

が
付
与
さ
れ
、
解
釈
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
規
範
の
規
範
的
意
味
内
容
が
根
本
的
に
新
た
に
規
定
さ
れ
、
又
は
、
規
範
的
目
標
が
主
要

な
点
に
お
い
て
達
成
さ
れ
な
く
な
る
（
24
）

」
と
こ
ろ
に
求
め
て
い
る
。
こ
の
定
式
に
関
連
し
て
ヘ
ァ
デ
ー
ゲ
ン
は
、
基
本
法
七
九
条
三
項
に
適

合
さ
せ
る
解
釈
に
つ
い
て
は
、
法
律
の
憲
法
適
合
的
解
釈
の
場
合
よ
り
も
狭
い
枠
が
設
け
ら
れ
て
い
る
と
説
い
て
い
る
。
何
故
な
ら
、
基

本
法
七
九
条
一
項
一
文
は
、「
基
本
法
は
、
基
本
法
の
文
言
を
、
明
文
で
変
更
又
は
補
充
す
る
法
律
に
よ
っ
て
の
み
、
こ
れ
を
変
更
す
る

こ
と
が
で
き
る
。」
と
定
め
て
お
り
、
憲
法
の
レ
ヴ
ェ
ル
に
お
い
て
は
、
規
範
明
確
性
の
原
則
が
、
と
く
に
厳
格
に
適
用
さ
れ
る
か
ら
で

あ
る
。
ヘ
ァ
デ
ー
ゲ
ン
は
、
次
の
よ
う
に
説
い
て
い
る
。
連
邦
憲
法
裁
判
所
の
示
し
た
上
記
の
定
式
は
、
憲
法
制
定
者
の
客
観
的
意
思
を

変
質
さ
せ
る
解
釈
に
あ
ま
り
に
も
広
い
余
地
を
与
え
、
憲
法
の
明
確
性
の
要
請
を
充
た
さ
な
い
。
憲
法
規
定
の
主
要
な
規
制
内
容
に
つ
い

て
、
憲
法
裁
判
所
の
示
し
た
解
釈
に
遡
求
し
な
い
で
伝
統
的
な
解
釈
準
則
だ
け
で
確
定
す
る
こ
と
が
ほ
と
ん
ど
で
き
な
い
と
す
る
と
、
憲

法
規
定
の
制
御
機
能
は
継
続
的
に
傷
付
け
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。
そ
れ
故
、
憲
法
適
合
的
解
釈
は
、
一
般
的
な
解
釈
基
準
（
文
言
、
体
系
、

目
的
及
び
歴
史
的
規
制
意
思
）
に
よ
っ
て
そ
の
解
釈
が
高
度
に
説
得
的
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
限
り
に
お
い
て
の
み
許
さ
れ
る
。
こ
れ
に
よ

り
、
憲
法
改
正
立
法
者
の
「
客
観
的
意
思
」
が
性
急
に
歪
曲
さ
れ
て
し
ま
わ
な
い
こ
と
が
保
障
さ
れ
る
、
と
（
25
）

。
も
っ
と
も
、
筆
者
が
調
査

し
た
限
り
で
は
│
調
査
が
不
十
分
な
の
か
も
し
れ
な
い
が
│
ヘ
ァ
デ
ー
ゲ
ン
の
見
解
を
支
持
す
る
学
説
を
見
出
す
こ
と
は
で
き
な
か
っ

（
三
九
三
）



日
本
法
学　

第
八
十
四
巻
第
三
号
（
二
〇
一
八
年
十
二
月
）

二
六

た
（
26
）

。
多
く
の
学
説
は
連
邦
憲
法
裁
判
所
が
示
し
た
定
式
に
と
く
に
異
論
は
な
い
と
推
測
さ
れ
る
。

な
お
、
憲
法
改
正
法
律
の
憲
法
適
合
的
解
釈
の
「
限
界
」
に
関
す
る
連
邦
憲
法
裁
判
所
の
考
え
方
に
立
っ
た
上
で
、
連
邦
憲
法
裁
判
所

が
二
つ
の
判
決
に
お
い
て
示
し
た
憲
法
改
正
法
律
の
解
釈
が
上
記
の
「
限
界
」
を
越
え
て
い
な
い
か
ど
う
か
は
、
極
め
て
重
要
な
論
点
と

な
る
が
、
こ
こ
で
検
討
を
加
え
る
余
裕
は
な
い
（
27
）

。

Ⅳ　

結
語

連
邦
憲
法
裁
判
所
（
多
数
意
見
）
は
、
憲
法
規
定
は
、
そ
の
文
言
の
み
に
よ
っ
て
他
の
憲
法
規
範
か
ら
切
り
離
し
て
解
釈
さ
れ
て
は
な

ら
ず
、
む
し
ろ
、
基
本
法
の
基
本
原
則
と
そ
の
価
値
秩
序
に
合
致
す
る
よ
う
に
解
釈
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
の
考
え
方
に
立
ち
、
憲

法
改
正
法
律
の
基
本
法
七
九
条
三
項
適
合
性
を
審
査
す
る
に
際
し
て
、
憲
法
改
正
法
律
の
憲
法
適
合
的
解
釈
を
行
っ
て
い
る
。
連
邦
憲
法

裁
判
所
は
、
基
本
法
七
九
条
三
項
を
制
限
的
に
解
釈
し
て
お
り
、
こ
の
解
釈
に
従
う
と
憲
法
改
正
法
律
が
基
本
法
七
九
条
三
項
に
違
反
す

る
と
判
断
さ
れ
る
こ
と
は
極
め
て
限
定
さ
れ
る
と
考
え
ら
れ
、
実
際
、
憲
法
改
正
法
律
が
基
本
法
七
九
条
三
項
に
違
反
す
る
と
判
断
さ
れ

た
こ
と
は
な
い
が
、
し
か
し
、
連
邦
憲
法
裁
判
所
は
、
憲
法
改
正
法
律
の
憲
法
適
合
的
解
釈
を
行
う
こ
と
に
よ
っ
て
基
本
法
七
九
条
三
項

の
定
め
る
基
本
原
則
を
擁
護
す
る
役
割
を
あ
る
程
度
ま
で
果
た
し
て
い
る
よ
う
に
も
見
え
る
。
筆
者
は
、
憲
法
改
正
法
律
の
憲
法
適
合
性

に
つ
い
て
判
断
し
た
連
邦
憲
法
裁
判
所
の
判
例
の
特
徴
の
一
つ
は
ま
さ
に
上
記
の
点
に
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
少
数
意

見
は
、
憲
法
改
正
法
律
の
基
本
法
七
九
条
三
項
適
合
性
を
審
査
す
る
に
際
し
て
憲
法
改
正
法
律
の
憲
法
適
合
的
解
釈
を
行
う
こ
と
を
否
定

す
る
。
も
っ
と
も
、
少
数
意
見
も
、
憲
法
規
定
も
他
の
憲
法
規
定
と
切
り
離
し
て
解
釈
す
る
こ
と
は
で
き
ず
、
基
本
法
の
基
本
原
則
と
そ

（
三
九
四
）



憲
法
の
憲
法
適
合
的
解
釈
（
岡
田
）

二
七

の
価
値
秩
序
に
適
合
す
る
よ
う
に
解
釈
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
の
多
数
意
見
の
考
え
方
を
そ
れ
自
体
と
し
て
否
定
し
て
い
る
わ
け
で
は

な
い
。
少
数
意
見
は
、
憲
法
改
正
法
律
の
基
本
法
七
九
条
三
項
適
合
性
審
査
に
お
い
て
は
憲
法
改
正
法
律
が
有
効
な
憲
法
規
範
で
あ
る
か

否
か
が
ま
さ
に
問
わ
れ
て
い
る
か
ら
、
憲
法
改
正
法
律
の
基
本
法
七
九
条
三
項
適
合
性
審
査
の
場
面
に
限
っ
て
、
憲
法
改
正
法
律
の
「
基

本
法
適
合
的
」
解
釈
は
受
け
入
れ
ら
れ
な
い
と
説
い
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
。
一
九
七
〇
年
一
二
月
一
五
日
連
邦
憲
法
裁
判
所
第
二
法
廷
判

決
（
盗
聴
判
決
）
の
直
後
に
お
い
て
は
、
連
邦
憲
法
裁
判
所
（
多
数
意
見
）
が
駆
使
し
た
憲
法
改
正
法
律
の
憲
法
適
合
的
解
釈
の
手
法
に
批

判
的
な
学
説
が
多
か
っ
た
が
、
現
在
の
学
説
の
多
く
は
、
む
し
ろ
、
連
邦
憲
法
裁
判
所
（
多
数
意
見
）
が
駆
使
し
た
憲
法
改
正
法
律
の
憲

法
適
合
的
解
釈
の
手
法
に
肯
定
的
評
価
を
与
え
て
い
る
。

最
後
に
筆
者
に
残
さ
れ
た
課
題
を
確
認
し
て
お
く
。
筆
者
は
、
日
本
に
お
い
て
、
憲
法
改
正
が
な
さ
れ
た
場
合
を
想
定
し
て
、
裁
判
所

は
、
改
正
さ
れ
た
憲
法
規
定
の
憲
法
適
合
的
解
釈
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
か
ど
う
か
と
い
う
点
を
検
討
し
て
お
く
こ
と
が
極
め
て
重
要
で

あ
る
と
考
え
て
い
る
。
こ
の
論
点
の
検
討
が
、
ま
さ
に
筆
者
に
残
さ
れ
た
課
題
で
あ
る
（
28
）

。

﹇
後
記
﹈　

池
村
正
道
先
生
は
、
日
本
大
学
法
学
部
に
お
け
る
行
政
法
の
研
究
・
教
育
の
重
責
を
担
わ
れ
る
と
と
も
に
、
法
学
部
長
、
副

学
長
な
ど
の
要
職
を
歴
任
さ
れ
、
学
部
や
大
学
の
運
営
に
多
大
な
貢
献
を
さ
れ
た
こ
と
は
周
知
の
と
お
り
で
あ
る
が
、
大
学
院
法
務
研
究

科
に
お
い
て
も
、
専
任
教
員
と
し
て
（
か
つ
て
、
法
科
大
学
院
の
専
任
教
員
数
に
つ
い
て
、
そ
の
三
分
の
一
以
内
の
教
員
は
学
部
の
専
任
教
員
と
し

て
も
算
入
で
き
る
も
の
と
す
る
経
過
措
置
が
定
め
ら
れ
て
い
た
た
め
、
法
科
大
学
院
と
学
部
の
専
任
教
員
に
同
時
に
な
る
こ
と
が
で
き
た
。）
創
設
時
か

ら
二
〇
一
〇
年
度
ま
で
行
政
法
分
野
の
授
業
を
担
当
さ
れ
る
と
と
も
に
、
数
年
間
専
攻
主
任
も
務
め
ら
れ
（
二
〇
〇
七
年
四
月
〜
二
〇
〇
八

年
三
月
、
二
〇
〇
八
年
一
二
月
〜
二
〇
一
〇
年
三
月
）、
草
創
期
の
法
務
研
究
科
を
教
育
と
運
営
の
両
面
に
お
い
て
支
え
ら
れ
た
こ
と
も
こ
こ

（
三
九
五
）



日
本
法
学　

第
八
十
四
巻
第
三
号
（
二
〇
一
八
年
十
二
月
）

二
八

に
記
し
て
お
き
た
い
（
草
創
期
の
法
務
研
究
科
を
知
る
専
任
教
員
が
少
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
今
、
こ
れ
は
筆
者
の
責
務
で
あ
ろ
う
。）。
筆
者
は
、

二
〇
〇
八
年
に
信
州
大
学
か
ら
日
本
大
学
に
移
籍
し
た
が
、
そ
の
際
に
前
任
校
か
ら
支
障
な
く
移
籍
で
き
る
よ
う
に
ご
配
慮
と
ご
支
援
を

し
て
下
さ
っ
た
こ
と
を
感
謝
の
念
と
と
も
に
懐
か
し
く
想
い
出
す
。
末
筆
で
は
あ
る
が
、
池
村
先
生
が
今
後
と
も
ご
健
勝
で
ご
活
躍
さ
れ

る
こ
と
を
心
よ
り
お
祈
り
し
た
い
。

（
1
） 

研
究
書
の
み
を
挙
げ
る
と
、
菅
野
喜
八
郎
『
国
権
の
限
界
問
題
』（
木
鐸
社
、
一
九
七
八
年
）、
竹
花
光
範
『
憲
法
改
正
の
法
理
と
手
続
』（
成

文
堂
、
一
九
八
一
年
）、
芦
部
信
喜
『
憲
法
制
定
権
力
』（
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
八
三
年
）、
小
林
直
樹
『
憲
法
秩
序
の
理
論
』（
東
京
大
学
出
版

会
、
一
九
八
六
年
）
等
が
あ
る
。
な
お
、
本
稿
に
関
連
す
る
重
要
な
研
究
書
と
し
て
、
大
隅
義
和
『
憲
法
制
定
権
の
法
理
│
「
違
憲
の
憲
法
」
と
の

関
連
で
│
』（
九
州
大
学
出
版
会
、
一
九
八
八
年
）
が
あ
る
。

（
2
） 

最
近
出
版
さ
れ
た
研
究
書
と
し
て
大
塚
滋
『
憲
法
改
正
限
界
論
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
性
』（
成
文
堂
、
二
〇
一
七
年
）
が
あ
る
。
論
文
に
つ
い
て

は
二
〇
〇
〇
年
以
降
に
限
定
す
る
と
、
赤
坂
正
浩
「
憲
法
改
正
の
限
界
と
日
本
国
憲
法
の
基
本
原
理
」
同
『
世
紀
転
換
期
の
憲
法
論
』（
信
山
社
、

二
〇
一
五
年
）
四
一
一
頁
以
下
（
初
出
、
同
「
戦
後
憲
法
学
に
お
け
る
憲
法
改
正
限
界
論
」
全
国
憲
法
研
究
会
編
『
憲
法
問
題
一
四　

二
〇
一
三
』

（
三
省
堂
、
二
〇
〇
三
年
））、
同
「
憲
法
改
正
の
限
界
と
全
面
改
正
」
同
・
前
掲
注（
2
）四
二
九
頁
以
下
（
初
出
、
同
「
憲
法
の
同
一
性
と
憲
法
改

正
の
限
界
」
全
国
憲
法
研
究
会
編
『
憲
法
改
正
問
題
』（
日
本
評
論
社
、
二
〇
〇
五
年
））、
毛
利
透
『
統
治
構
造
の
憲
法
論
』（
岩
波
書
店
、

二
〇
〇
七
年
）
一
七
頁
以
下
（
初
出
、
同
「
憲
法
改
正
論
議
へ
の
比
較
法
的
視
座
│
ド
イ
ツ
憲
法
学
の
視
点
よ
り
」
法
学
論
叢
（
京
都
大
学
）

一
六
一
巻
四
号
（
二
〇
〇
七
年
））、
結
城
洋
一
郎
「
我
が
国
に
お
け
る
『
憲
法
改
正
の
限
界
』
に
関
す
る
一
考
察
」
商
学
討
究
六
四
巻
四
号
五
頁
以

下
（
小
樽
商
科
大
学
、
二
〇
一
四
年
）
五
頁
以
下
、
西
村
技
美
「
憲
法
改
正
の
限
界
」
論
究
ジ
ュ
リ
ス
ト
九
号
（
二
〇
一
四
年
）
三
〇
頁
以
下
、
高

田
篤
「
日
本
に
お
け
る
憲
法
改
正
と
そ
の
限
界
」
鈴
木
秀
美
／
マ
テ
ィ
ア
ス
・
イ
ェ
シ
ュ
テ
ッ
ト
／
小
山
剛
／
ラ
ル
フ
・
ポ
ッ
シ
ャ
ー
編
『
憲
法
の

発
展
Ⅰ

│
解
釈
・
変
遷
・
改
正
（
日
独
憲
法
対
話
二
〇
一
五
）』（
信
山
社
、
二
〇
一
七
年
）
一
〇
九
頁
以
下
が
あ
る
。

（
三
九
六
）



憲
法
の
憲
法
適
合
的
解
釈
（
岡
田
）

二
九

（
3
） 

工
藤
達
朗
『
憲
法
学
研
究
』（
尚
学
社
、
二
〇
〇
九
年
）
一
九
八
頁
（
初
出
、
同
「
憲
法
改
正
の
違
憲
審
査
」
樋
口
陽
一
・
上
村
貞
美
・
戸
波

江
二
編
集
代
表
『
日
独
憲
法
学
の
想
像
力　

下
巻
│
栗
城
壽
夫
先
生
古
稀
記
念
』（
信
山
社
、
二
〇
〇
三
年
））。

（
4
） 
最
近
の
学
説
に
限
定
す
る
と
、
否
定
説
と
し
て
、
工
藤
・
前
掲
注（
3
）二
〇
六
頁
以
下
、
芹
沢
斉
・
市
川
正
人
・
阪
口
正
二
郎
編
『
新
基
本
法

コ
ン
メ
ン
タ
ー
ル
憲
法
』（
日
本
評
論
社
、
二
〇
一
一
年
）
五
〇
六
頁
﹇
工
藤
達
朗
﹈、
全
国
憲
法
研
究
会
二
〇
一
五
年
秋
季
研
究
総
会
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
に
お
け
る
井
口
秀
作
発
言
（
建
石
真
公
子
・
石
村
修
「
秋
季
研
究
総
会
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
ま
と
め
」
全
国
憲
法
研
究
会
編
『
憲
法
問
題
二
七　

二
〇
一
六
』（
三
省
堂
、
二
〇
一
六
年
）
一
一
九
頁
が
あ
り
、
肯
定
説
と
し
て
、
高
野
敏
樹
『
憲
法
制
定
権
力
と
主
権
』（
青
潮
社
、
一
九
九
八
年
）

八
九
頁
以
下
（
初
出
、
同
「
主
権
│
憲
法
制
定
権
力
の
視
点
か
ら
み
た
そ
の
意
義
と
課
題
」
佐
藤
功
先
生
喜
寿
記
念
論
文
集
『
現
代
憲
法
の
理
論
と

現
実
』（
青
林
書
院
、
一
九
九
三
年
））、
赤
坂
・
前
掲
注（
2
）四
二
二
頁
、
南
野
森
「
憲
法
改
正
限
界
論
再
考
│
そ
の
意
義
に
つ
い
て
の
序
説
」
長

谷
部
恭
男
・
安
西
文
雄
・
宍
戸
常
寿
・
林
知
更
編
『
高
橋
和
之
先
生
古
稀
記
念　

現
代
立
憲
主
義
の
諸
相　

上
』（
有
斐
閣
、
二
〇
一
三
年
）

一
二
三
頁
以
下
、
高
橋
和
之
『
体
系
憲
法
訴
訟
』（
岩
波
書
店
、
二
〇
一
七
年
）
一
四
七
頁
以
下
が
あ
る
。

（
5
） 

毛
利
透
・
小
泉
良
幸
・
淺
野
博
宣
・
松
本
哲
治
『
憲
法
Ⅰ　

総
論
・
統
治
﹇
第
二
版
﹈』（
有
斐
閣
、
二
〇
一
七
年
）
三
八
頁
﹇
毛
利
透
﹈。

（
6
） 

こ
の
論
点
に
つ
い
て
は
、
工
藤
・
注（
3
）一
九
九
頁
以
下
、
毛
利
ほ
か
・
前
掲
注（
5
）三
八
頁
﹇
毛
利
透
﹈
を
参
照
。

（
7
） 

む
し
ろ
、
本
稿
は
、
従
来
の
学
説
か
ら
、
憲
法
改
正
の
限
界
の
有
無
及
び
憲
法
改
正
に
対
す
る
司
法
審
査
の
可
否
と
い
う
、
本
稿
が
扱
う
論
点

の
前
提
と
な
る
原
理
的
問
題
に
考
察
を
加
え
て
お
ら
ず
、
考
察
の
順
序
を
間
違
っ
て
い
る
と
の
批
判
を
受
け
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
筆
者
と
し
て

も
、
こ
の
問
題
点
は
も
ち
ろ
ん
承
知
し
て
お
り
、
上
記
の
原
理
的
問
題
に
つ
い
て
も
、
今
後
、
考
察
の
機
会
を
持
ち
た
い
と
考
え
て
い
る
。

（
8
） 

連
邦
憲
法
裁
判
所
の
判
例
を
分
析
・
検
討
す
る
た
め
に
は
、
何
よ
り
も
ま
ず
、
憲
法
改
正
法
律
の
憲
法
適
合
性
に
つ
い
て
判
断
し
た
連
邦
憲
法

裁
判
所
の
判
例
を
出
来
る
限
り
内
在
的
に
理
解
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
憲
法
改
正
法
律
の
憲
法
適
合
性
に
つ
い
て
判

断
を
示
し
た
ド
イ
ツ
連
邦
憲
法
裁
判
所
の
判
例
を
時
系
列
に
沿
っ
て
出
来
る
限
り
客
観
的
か
つ
内
在
的
に
詳
し
く
紹
介
す
る
作
業
は
、
別
途
公
表
す

る
予
定
で
あ
る
「
研
究
ノ
ー
ト
」
に
よ
っ
て
行
う
こ
と
に
し
た
い
。

（
9
） B

V
erfG

E
 30, 1. 

こ
の
判
決
の
紹
介
・
解
説
と
し
て
、
西
浦
公
「
通
信
の
秘
密
と
そ
の
制
限
│
盗
聴
判
決
│
」
ド
イ
ツ
憲
法
判
例
研
究
会
編

（
栗
城
壽
夫
・
戸
波
江
二
・
根
森
健
編
集
代
表
）『
ド
イ
ツ
の
憲
法
判
例
（
第
二
版
）』（
信
山
社
、
二
〇
〇
三
年
）
二
六
一
頁
以
下
が
あ
る
。
ま
た
、

（
三
九
七
）



日
本
法
学　

第
八
十
四
巻
第
三
号
（
二
〇
一
八
年
十
二
月
）

三
〇

石
村
修
『
憲
法
の
保
障
│
そ
の
系
譜
と
比
較
法
的
検
討
│
』（
尚
学
社
、
一
九
八
七
年
）
二
四
〇
頁
以
下
（
初
出
、
同
「
憲
法
保
障
と
し
て
の
憲
法

改
正
限
界
論
」
専
修
大
学
法
学
論
集
三
三
号
（
一
九
八
一
年
））、
渡
辺
康
行
「
ド
イ
ツ
連
邦
憲
法
裁
判
所
の
憲
法
解
釈
方
法
論
」
新
正
幸
・
鈴
木
法

日
児
編
『
憲
法
制
定
と
変
動
の
法
理
』（
木
鐸
社
、
一
九
九
一
年
）
五
一
七
頁
以
下
（
五
三
一
頁
以
下
）
西
村
・
前
掲
注（
2
）三
三
頁
以
下
も
こ
の

判
決
に
検
討
を
加
え
て
い
る
。
以
下
、
こ
の
判
決
の
引
用
は
、
本
文
中
に
連
邦
憲
法
裁
判
所
判
例
集
の
該
当
す
る
頁
数
を
示
す
こ
と
に
よ
っ
て
行
う
。

（
10
） 

連
邦
憲
法
裁
判
所
は
、
一
九
七
〇
年
一
二
月
一
五
日
の
判
決
の
前
に
、
他
の
文
脈
に
お
い
て
基
本
法
七
九
条
三
項
に
言
及
し
て
い
た
。

B
V
erfG

E
 1, 14, 32; 3, 225, 232; 4, 157, 169 f.

（
11
） B

V
erfG

E
 109, 279. 

こ
の
判
決
の
紹
介
・
解
説
と
し
て
、
平
松
毅
「
住
居
に
対
す
る
高
性
能
盗
聴
器
に
よ
る
盗
聴
」
ド
イ
ツ
憲
法
判
例
研
究

会
編
（
栗
城
壽
夫
・
戸
波
江
二
・
島
崎
健
太
郎
編
集
代
表
）『
ド
イ
ツ
の
憲
法
判
例
Ⅲ
』（
信
山
社
、
二
〇
〇
八
年
）
三
二
〇
頁
以
下
が
あ
る
。
以
下
、

こ
の
判
決
の
引
用
は
、
本
文
中
に
連
邦
憲
法
裁
判
所
判
例
集
に
お
い
て
付
さ
れ
て
い
る
欄
外
番
号
を
示
す
こ
と
に
よ
っ
て
行
う
。

（
12
） B

V
erfG

E
 84, 90. 

こ
の
判
決
の
紹
介
・
解
説
と
し
て
、
中
島
茂
樹
「
ド
イ
ツ
再
統
一
と
一
九
四
九
年
以
前
の
収
用
に
対
す
る
補
償
」
ド
イ
ツ

憲
法
判
例
研
究
会
編
・
前
掲
注（
9
）五
五
九
頁
以
下
が
あ
る
。

（
13
） B

V
erfG

E
 94, 49.

こ
の
判
決
の
紹
介
・
解
説
と
し
て
、
川
又
伸
彦
「
庇
護
権
に
お
け
る
『
安
全
な
第
三
国
』
要
件
」
ド
イ
ツ
憲
法
判
例
研
究

会
編
・
前
掲
注（
11
）三
五
六
頁
以
下
が
あ
る
。

（
14
） 

P
eter H

äberle, D
ie A
bhörentscheidung des B

undesverfassungsgerichts vom
 15. 12. 1970, JZ

 1971, S
. 145 

（148 f.

）.

（
15
） B

V
erfG

E
 19, 206 

﹇220

﹈.

（
16
） 

H
an

s H
ein

rich
 R

u
pp, A

nm
erkung zu B

V
erfG

E
 30, 1, N

JW
 1971, S

. 275 

（275 f.

）. 

ル
ッ
プ
の
見
解
は
、「
違
憲
の
憲
法
規
範
」
に

関
す
る
当
時
の
判
例
・
学
説
を
踏
ま
え
た
も
の
で
あ
る
が
、「
違
憲
の
憲
法
規
範
」
の
問
題
に
触
れ
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

（
17
） 

H
an

s-U
w

e E
rich

sen, Z
u den G

renzen von V
erfasungsänderung nach dem

 G
rundgesetz, V

erw
A
 1971, S

. 291 

（303 f.

）.

（
18
） 

B
ern

h
ard

 S
ch

lin
k, D
as A

bhör-U
rteil des B

undesverfassungsgerichts, D
er S

taat 1973, S
. 85 

（90

）. 

エ
ー
ヴ
ァ
ー
ス
（H

ans-

U
lrich E

vers

）
は
、
シ
ュ
リ
ン
ク
論
文
の
参
照
を
指
示
し
つ
つ
、
審
査
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
規
範
の
内
容
は
体
系
的
解
釈
│
そ
れ
は
、
憲
法

適
合
的
解
釈
で
も
あ
る
│
に
よ
っ
て
初
め
て
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
か
ら
、
審
査
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
規
範
は
「
憲
法
の
コ

（
三
九
八
）



憲
法
の
憲
法
適
合
的
解
釈
（
岡
田
）

三
一

ン
テ
ク
ス
ト
の
中
で
」
解
釈
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
指
摘
し
て
い
る
（H

an
s-U

lrich
 E

vers, in: R
udolf D

olzer/K
laus V

ogel/K
arin 

G
raßhof 

（H
rsg.

）, B
onner K

om
m
entar zum

 G
rundgesetz, A

rt. 79 A
bs. 3 

（45. L
fg. O

ktober 1982

） Rn. 160

）。

（
19
） 
以
下
の
本
文
に
お
い
て
紹
介
す
る
学
説
の
ほ
か
、
憲
法
の
憲
法
適
合
的
解
釈
を
肯
定
的
に
評
価
す
る
学
説
と
し
て
、
以
下
の
も
の
が
あ
る
。

R
ü

d
iger R

u
bel, in: D

ieter C
. U
m
bach/T

hom
as C

lem
ens 

（H
rsg.

）, G
rundgesetz M

itarbeiterkom
m
nentar und H

andbuch, B
d.Ⅱ

, 

2002, A
rt. 79 R

n. 30 

は
、
と
く
に
理
由
を
示
す
こ
と
な
く
、
基
本
法
七
九
条
三
項
に
違
反
す
る
憲
法
改
正
法
律
は
無
効
で
あ
る
が
、
憲
法
適
合

的
解
釈
の
可
能
性
を
「
優
先
的
に
」
点
検
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
説
い
て
い
る
。
ま
た
、M

ich
ael S

ach
s, in: M

ichael S
achs 

（H
rsg.

）, 

G
rundgesetz, 7. A

ufl . 2014, A
rt. 79 R

n. 84 

も
、
と
く
に
理
由
を
示
す
こ
と
な
く
、
基
本
法
七
九
条
三
項
違
反
は
、
そ
れ
が
改
正
規
定
の
解
釈

に
よ
っ
て
回
避
さ
れ
な
い
場
合
に
限
り
認
め
ら
れ
る
と
述
べ
、「
基
本
法
七
九
条
三
項
と
の
適
合
性
を
保
っ
た
解
釈
」
を
肯
定
的
に
評
価
し
て
い
る
。

さ
ら
に
、Joh

an
n

es D
ietlein, in: V

olker E
pping/C

hristian H
illgruber 

（H
rsg.

）, G
rundgsetz K

om
m
entar, 2009, A

rt. 79 R
n. 18 

も
、

と
く
に
理
由
を
示
す
こ
と
な
く
、
憲
法
改
正
法
律
は
、
そ
れ
が
「
基
本
原
則
適
合
的
」
解
釈
に
も
か
か
わ
ら
ず
基
本
法
七
九
条
三
項
に
違
反
す
る
場

合
に
、
無
効
で
あ
る
と
述
べ
て
い
る
。

H
au

ke M
öller, D

ie verfassungsgebende G
ew
alt des V

olkes und die S
chranken der V

erfassungsrevision, 2004, S
. 177 f. 

は
、

法
律
の
憲
法
適
合
的
解
釈
が
認
め
ら
れ
て
い
る
以
上
、
憲
法
適
合
性
解
釈
の
要
請
は
憲
法
改
正
法
律
に
も
当
て
は
ま
る
と
主
張
し
て
い
る
。

（
20
） 

B
ru

n
-O

tto B
ryd

e, in: Ingo von M
ünch/P

hilip K
unig 

（H
rsg.

）, G
rundgesetz-K

om
m
entar, B

d. 2, 6. A
ufl . 2012, A

rt. 79 R
n. 

30.

（
21
） 

M
ath

ias H
erd

egen, in: T
heodor M

aunz/G
ünter D

ürig, K
om
m
entar zum

 G
rundgesetz, A

rt. 79 

（L
fg. 72 Juli 2014

） Rn. 82.

（
22
） 

K
arl-E

. H
ain, in: H

erm
ann v. M

angoldt/F
riedrich K

lein/C
hristian S

tarck 

（H
rsg.

）, K
om
m
entar zum

 G
rundgesetz B

d. Ⅱ
, 

7. A
ufl . 2018, A

rt. 79 R
n. 117

も
参
照
。

（
23
） 

H
ain 

（F
n. 22

）, R
n. 31.

（
24
） B

V
erfG

E
 109, 279 

（316 f./R
n. 134

）.

（
25
） 

H
erd

egen 

（F
n. 21

）, R
n. 82.

（
三
九
九
）



日
本
法
学　

第
八
十
四
巻
第
三
号
（
二
〇
一
八
年
十
二
月
）

三
二

（
26
） 

D
ietlein 

（F
n. 19

）, R
n. 18.1

は
、
ヘ
ァ
デ
ー
ゲ
ン
の
見
解
に
関
連
し
て
、
憲
法
改
正
の
み
が
基
本
法
七
九
条
の
要
求
に
服
す
る
が
、
規
範
明

確
性
の
要
請
が
、
憲
法
制
定
者
が
創
設
し
た
規
範
が
含
ん
で
い
る
明
確
性
よ
り
も
高
度
の
明
確
性
を
要
求
し
て
い
る
と
解
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
と

指
摘
し
て
い
る
。

（
27
） 

B
ru

n
-O

tto B
ryd

e, in: Ingo von M
ünch 

（H
rsg.

）, G
rundgesetz-K

om
m
entar, B

d. 3, 1978, A
rt. 79 R

n. 29

は
、「
盗
聴
判
決
」
に
お

い
て
連
邦
憲
法
裁
判
所
は
、
要
求
さ
れ
る
「
限
界
」
を
大
幅
に
越
え
、「
司
法
的
自
己
抑
制
」
を
し
よ
う
と
（
改
正
を
基
本
法
七
九
条
三
項
の
故
に

失
敗
さ
せ
ま
い
と
）
努
力
し
て
、
基
本
法
一
〇
条
二
項
を
そ
の
意
味
、
文
言
及
び
成
立
史
に
反
し
て
解
釈
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
「
司
法
的
自
己
抑

制
」
に
著
し
く
違
反
し
て
し
ま
っ
た
、
と
説
い
て
い
た
。

（
28
） 

本
稿
を
執
筆
す
る
に
際
し
て
筆
者
の
脳
裏
か
ら
離
れ
な
か
っ
た
現
代
日
本
の
問
題
状
況
に
つ
い
て
、
簡
単
に
言
及
し
て
お
き
た
い
。
自
由
民
主

党
憲
法
改
正
推
進
本
部
が
二
〇
一
七
年
一
二
月
二
〇
日
に
公
表
し
た
「
憲
法
改
正
に
関
す
る
論
点
取
り
ま
と
め
」
は
、「
ま
さ
に
今
、
国
民
に
問
う

に
ふ
さ
わ
し
い
と
判
断
さ
れ
た
テ
ー
マ
」
の
一
つ
と
し
て
、「
合
区
解
消
・
地
方
自
治
体
」
を
挙
げ
、「
両
議
院
議
員
の
総
選
挙
に
つ
い
て
、
一
票
の

較
差
（
人
口
比
例
）
へ
の
対
応
に
よ
り
行
政
区
画
と
選
挙
区
の
ず
れ
が
一
層
拡
大
し
、
地
方
で
あ
れ
都
市
部
で
あ
れ
今
後
地
域
住
民
の
声
が
適
切
に

反
映
さ
れ
な
く
な
る
懸
念
が
あ
る
」
の
で
、「
政
治
的
・
社
会
的
に
重
要
な
意
義
を
持
つ
都
道
府
県
を
ま
た
が
る
合
区
を
解
消
し
、
都
道
府
県
を
基

本
と
す
る
選
挙
制
度
を
維
持
す
る
た
め
、
参
議
院
議
員
選
挙
に
お
い
て
は
、
半
数
改
正
ご
と
に
各
広
域
地
方
公
共
団
体
（
都
道
府
県
）
か
ら
少
な
く

と
も
一
人
が
選
出
可
能
に
な
る
よ
う
に
規
定
す
る
方
向
で
お
お
む
ね
意
見
は
一
致
し
て
い
る
」
と
自
民
党
憲
法
改
正
推
進
本
部
に
お
け
る
議
論
の
状

況
を
整
理
し
て
い
た
。
そ
の
後
、
新
聞
報
道
等
に
よ
る
と
、
自
民
党
憲
法
改
正
推
進
本
部
は
、
二
〇
一
八
年
二
月
一
六
日
に
全
体
会
合
を
開
き
、
参

議
院
議
員
選
挙
の
合
区
を
解
消
す
る
た
め
の
憲
法
改
正
案
を
決
定
す
る
に
至
っ
た
。
現
行
の
四
七
条
は
、「
選
挙
区
、
投
票
の
方
法
そ
の
他
両
議
院

の
議
員
の
選
挙
に
関
す
る
事
項
は
、
法
律
で
こ
れ
を
定
め
る
。」
と
定
め
て
い
る
が
、
自
民
党
憲
法
改
正
推
進
本
部
が
改
正
案
と
し
て
示
し
た
四
七

条
は
、
一
項
に
お
い
て
、「
両
議
院
の
議
員
の
選
挙
に
つ
い
て
、
選
挙
区
を
設
け
る
と
き
は
、
人
口
を
基
本
と
し
、
行
政
区
画
、
地
域
的
な
一
体
性
、

地
勢
等
を
総
合
的
に
勘
案
し
て
、
選
挙
区
及
び
各
選
挙
区
に
お
い
て
選
挙
す
べ
き
議
員
の
数
を
定
め
る
も
の
と
す
る
。
参
議
院
議
員
の
全
部
ま
た
は

一
部
の
選
挙
に
つ
い
て
、
広
域
の
地
方
公
共
団
体
の
そ
れ
ぞ
れ
の
区
域
を
選
挙
区
と
す
る
場
合
に
は
、
改
選
ご
と
に
各
選
挙
区
に
お
い
て
少
な
く
と

も
一
人
を
選
挙
す
べ
き
も
の
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
。」
と
定
め
、
二
項
に
お
い
て
、「
前
項
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
選
挙
区
、
投
票
の
方
法
そ
の

（
四
〇
〇
）



憲
法
の
憲
法
適
合
的
解
釈
（
岡
田
）

三
三

他
両
議
院
の
議
員
の
選
挙
に
関
す
る
事
項
は
、
法
律
で
こ
れ
を
定
め
る
。」
と
定
め
て
い
る
。
憲
法
改
正
限
界
論
の
立
場
か
ら
は
、
何
よ
り
も
ま
ず
、

自
民
党
憲
法
改
正
推
進
本
部
の
示
し
た
憲
法
四
七
条
改
正
案
が
憲
法
改
正
の
限
界
を
越
え
る
も
の
か
ど
う
か
を
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
こ
と
に
な
り
、

筆
者
は
、
こ
れ
は
疑
い
な
く
極
め
て
重
要
な
論
点
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
が
、
こ
れ
に
加
え
て
、
か
り
に
憲
法
改
正
の
手
続
を
経
て
現
行
の
日
本
国

憲
法
四
七
条
が
自
民
党
憲
法
改
正
推
進
本
部
の
示
し
た
憲
法
四
七
条
改
正
案
の
と
お
り
に
改
正
さ
れ
、
改
正
後
に
議
員
定
数
不
均
衡
訴
訟
な
ど
が
提

起
さ
れ
て
裁
判
所
が
改
正
さ
れ
た
四
七
条
の
解
釈
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
状
況
に
至
っ
た
場
合
に
は
、
裁
判
所
は
日
本
国
憲
法
四
七
条
の

「
憲
法
適
合
的
解
釈
」
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
か
（
さ
ら
に
一
歩
進
ん
で
、
裁
判
所
は
「
憲
法
適
合
的
解
釈
」
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
の
で
は
な
い
か
）
と
い
う
問
題
も
極
め
て
重
要
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
筆
者
は
、
憲
法
改
正
に
対
す
る
司
法
審
査
の
可
否
に
つ
い
て
消
極
的
に

解
し
た
と
し
て
も
（
と
い
う
よ
り
も
、
消
極
的
に
解
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
な
お
さ
ら
）、
改
正
さ
れ
た
憲
法
条
文
の
憲
法
適
合
的
解
釈
（
憲
法
の
憲

法
適
合
的
解
釈
）
が
裁
判
所
に
は
求
め
ら
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
る
の
で
あ
る
（
こ
れ
は
、
本
稿
が
示
し
た
よ
う
に
、
連
邦
憲
法
裁
判
所

が
ま
さ
に
実
践
し
て
い
る
解
釈
手
法
で
あ
る
。）
が
、
し
か
し
、
こ
の
点
に
関
す
る
筆
者
の
考
え
は
、
現
時
点
に
お
い
て
は
、
十
分
に
練
り
上
げ
ら

れ
た
も
の
で
あ
る
と
は
到
底
言
え
な
い
状
態
に
と
ど
ま
っ
て
お
り
、
こ
こ
で
は
、「
憲
法
の
憲
法
適
合
的
解
釈
」
と
い
う
解
釈
手
法
が
あ
り
得
る
こ

と
を
示
す
だ
け
で
満
足
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
な
お
、
自
民
党
憲
法
改
正
推
進
本
部
の
示
し
た
憲
法
四
七
条
改
正
案
に
つ
い
て
は
、
伊
藤
真
「
自

民
党
の
四
七
条
改
憲
案
と
一
票
の
価
値
」
世
界
九
〇
九
号
（
二
〇
一
八
年
）
五
八
頁
以
下
が
批
判
的
検
討
を
加
え
て
い
る
。

（
四
〇
一
）
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